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今、まさに
戦争が起こっている時代にあって、

高梁川志塾を考える

流
域
の
連
携
の
原
点
の
一
つ
で
も
あ
る
高
梁
川
流

域
連
盟
は
、ま
も
な
く
設
立
70
周
年
を
迎
え
る
、と
の

こ
と
で
あ
る
。
大
原
總
一
郎
氏
が
昭
和
29
年
に
執
筆

し
た
、連
盟
趣
意
書
の
第
１
項
は「
世
界
の
平
和
」で

始
ま
る
。
先
の
終
戦（
昭
和
20
年
）か
ら
わ
ず
か
、戦

争
が
実
体
験
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
そ
の
第
１
項
を
再
掲
し
、国
内
の
隣
人
同
士
、

す
な
わ
ち
、こ
こ
高
梁
川
流
域
で
、衣
食
住
学
遊
を
と

も
に
す
る
私
た
ち
を
誰
ひ
と
り
取
り
残
す
こ
と
な
く
、

大
き
な
世
界
の
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
も
、相
互
理
解
を

さ
ら
に
深
め
て
、丁
寧
な
生
活
と
、持
続
可
能
な
未
来

へ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
、

本
年
度
の
高
梁
川
志
塾
の
総
括
と
す
る
。

 

一
、ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
に
、世
界
の
平
和
は
心
の
平

和
に
あ
る
。
各
国
の
習
慣
風
俗
を
知
る
こ
と
が
戦
争

の
悲
劇
か
ら
遠
ざ
け
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
に
は
色
々
な
国
際
協
力
の
計
画
が

あ
る
。
し
か
し
我
々
は
国
際
的
な
立
場
に
立
つ
だ
け

で
な
く
、国
内
的
に
も
な
す
べ
き
多
く
の
こ
と
を
も
っ

て
い
る
。ユ
ネ
ス
コ
が
国
際
間
に
お
い
て
果
た
す
べ
く

期
待
し
て
い
る
事
柄
は
、同
時
に
国
内
の
隣
人
同
志

が
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
も
あ
る
。

（
高
梁
川
流
域
連
盟 

趣
意
書
よ
り
第
１
項
を
抜
粋
）

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、伊
東
香
織
倉
敷
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
倉
敷
市
役
所
の
み
な
さ
ま
、講
師
を
お
引

き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
、事
務
局
ス
タ
ッ

フ
の
み
な
さ
ま
に
、改
め
て
、篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、

関
係
各
位
の
今
後
の
更
な
る
連
携
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、何
よ
り
、受
講
生
・
聴
講
生

の
み
な
さ
ま
の
真
摯
で
、チ
ャ
レ
ン
ジ
に
溢
れ
る
参
加

と
取
り
組
み
に
、敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

令
和
４
年
３
月　

高
梁
川
流
域
学
校　

代
表
理
事　

坂
ノ
上 

博
史

高
梁
川
志
塾
第
１
期
の
総
括
に
お
い
て
、「
不
確

実
性
の
高
い
未
来
」あ
る
い
は「
大
き
な
変
化
の
渦
に

ま
き
こ
ま
れ
る
」と
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、ま
さ

か
２
０
２
２
年
に
な
っ
て
戦
争
が
起
き
る
、そ
れ
も

世
界
大
戦
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
、と
い
う
想

像
は
し
な
か
っ
た（
平
和
ボ
ケ
）。

 

一
方
、こ
の
高
梁
川
志
塾
は
、多
様
で
、混
ざ
り
合
っ

て
、学
び
、実
践
す
る
こ
と
を
旨
と
す
る
。
性
別
年
齢

の
多
様
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
期
は
、
外
国
人

や
高
校
生
の
参
加
も
得
た
。
し
が
ら
み
を
超
え
て
、

真
摯
に
未
来
に
向
き
合
う
姿
勢
と
言
葉
に
、気
付
か

さ
れ
る
と
こ
ろ
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
さ
ら
に
言

え
ば
、戦
争
あ
る
い
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、S 

N 

S
な
ど

の「
顔
が
見
え
な
い
繋
が
り
」に
お
い
て
は「
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
」な
ど
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
中
、こ

の
高
梁
川
志
塾
、あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
繋
が
り
に

お
い
て
は
、心
理
的
安
全
性
を
信
用
で
き
る
人
間
関

係
が
築
か
れ
て
い
る
と
確
信
す
る
。

 

志
塾
は
２
年
を
経
て
、
受
講
生
同
士
、あ
る
い
は

受
講
生
と
講
師
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
次
々
と

生
ま
れ
て
い
る
。
本
事
業
の「
持
続
可
能
な
倉
敷
市
・

高
梁
川
流
域
と
す
る
た
め
、地
域
の
課
題
解
決
を
実

践
す
る
人
材
を
育
成
す
る
」目
的
に
即
し
て
、（
世
界

の
情
勢
に
比
較
す
る
と
、な
ん
と
小
さ
な
取
り
組
み

か
も
し
れ
な
い
が
）希
望
で
あ
る
。

こ
の
志
塾
は
、倉
敷
市
が
S 

D 

G s
未
来
都
市
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
お
り
、次
年
度
は

３
年
目
で
当
初
掲
げ
た
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
進
捗
度

を
図
る
節
目
と
も
な
る
。コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め

て
、
受
講
生
の
個
別
・
具
体
の
課
題
解
決
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
を
、一
つ
ひ
と
つ
、丁
寧
に
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
く
こ
と
、流
域
学
校
で
も
そ
れ
ら
を
支

援
す
る
こ
と
が
、成
果
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。 

代表者総括

写真：高梁川水系　小田川
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beyond・・・・な一年

可能性の拡大に直結する
流域での人づくり

「think globally, act locally 

!
」

感
染
症
や
戦
争
で
誰
も
が
世
界
の
出
来
事
を
身
近
な
事

と
し
て
感
じ
、自
分
ご
と
と
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
国
内
で
は
S 

D 

G s
は
瞬
く
間
に
世
間
に
認
知

さ
れ
、言
葉
を
知
ら
な
い
も
の
は
い
な
く
な
っ
た
。

一
方
、多
く
の
人
た
ち
の
中
で
は
、地
域
活
動
は
世
間
を

騒
が
す
大
事
件
に
比
べ
る
と
軽
く
霞
ん
で
い
る
の
で
は
、と

私
の
心
の
中
で
は
波
が
立
っ
て
い
る
。

歴
史
的
町
並
み
保
存
も
、初
め
は
文
化
財
保
存
だ
っ
た

が
、し
だ
い
に
住
民
に
よ
る
文
化
を
見
直
す
活
動
、さ
ら

に
地
域
の
個
性
を
特
色
づ
け
る
活
動
と
し
て
深
化
・
拡
大

し
た
。
ま
た
環
境
運
動
の
一
つ
と
し
て
、多
様
に
展
開
し
て

い
る
。

町
並
み
保
存
活
動
は
世
代
交
代
期
に
な
り
危
機
が
訪

れ
、深
刻
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、伝

統
的
な
暮
ら
し
、木
造
の
空
間
は
内
部
崩
壊
の
危
機
に
あ

り
、災
害
対
応
、開
発
圧
力
は
歴
史
的
町
家
町
並
み
の
価

値
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
る
が
、地
域
の
都
市
環
境
に

関
心
を
抱
く
若
い
世
代
と
の
連
携
の
中
で
、都
市
環
境
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
始
ま
っ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
我
々
の

悩
み
を
聞
い
て
若
い
世
代
は
自
ら
の
課
題
と
し
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
り
始
め
た
。

人
口
減
少
の
上
、都
市
に
人
口
が
集
中
し
て
い
く
現
在
、

急
速
で
無
秩
序
な
都
市
化
は
社
会
的
、空
間
的
な
断
片
化

を
も
た
ら
し
、流
域
の
中
山
間
地
の
暮
ら
し
、自
然
環
境

に
負
荷
を
か
け
て
い
る
。
都
市
環
境
と
自
然
環
境
が
共
に

変
化
し
て
い
く
こ
と
を
俯
瞰
し
つ
つ
流
域
学
校
は
多
く
の

人
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、知
恵
と
志
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
る
。

今
後
各
セ
ク
タ
ー
・
世
代
間
の
協
働
の
創
造
力
が
活
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
りbeyond

・
・
・
・
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
。

高
梁
川
流
域
学
校　

副
代
表
理
事　

中
村 

泰
典

地
域
づ
く
り
に
お
い
て「
若
者
、よ
そ
者
、バ
カ
者
」と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
が
、こ
れ
は
丁
寧
に
言
う
と「
現

状
に
囚
わ
れ
す
ぎ
な
い
、時
代
を
踏
ま
え
た
目
線
」「
関
係

性
に
囚
わ
れ
す
ぎ
な
い
、他
地
域
比
較
の
目
線
」「
常
識
に

囚
わ
れ
す
ぎ
な
い
、ア
イ
デ
ィ
ア
発
想
の
目
線
」と
い
う
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。
現
実
と
し
て
は
、年
代
的
な
若
さ
よ

り
も
柔
軟
な
発
想
や
実
際
の
機
動
力
、歴
史
的
な
経
緯
や

ま
ち
の
文
脈
や
関
係
性
を
理
解
し
た
調
整
や
交
渉
力
、ア

イ
デ
ィ
ア
を
実
現
す
る
実
行
力
が
な
け
れ
ば
、ま
ち
づ
く

り
や
地
域
課
題
解
決
は
進
ま
な
い
も
の
で
あ
り
、こ
の
現

実
を
踏
ま
え
た
レ
ク
チ
ャ
ー
を
高
梁
川
志
塾
で
は
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
講
師
陣
の
皆
さ
ん
に
よ
り
実
現
し
て
こ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、2
年
間
の
取
り
組
み
で
様
々
な
世
代
、経
歴
を

も
つ
方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
こ
の
塾
の
財

産
で
あ
り
、特
長
で
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
同
じ
く
多

様
な
世
代
、経
歴
を
持
ち
既
に
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

を
重
ね
て
い
る「
先
輩
」と
も
言
え
る
講
師
に
よ
る
生
き
た

知
見
を
得
ら
れ
る
塾
は
本
塾
以
外
に
県
内
に
は
存
在
し
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
し
、そ
の
講
師
に
よ
る
刺
激
を
受
け
た

多
様
な
塾
生
同
士
が
話
し
合
い
、ま
た
お
互
い
に
刺
激
を

し
あ
い
な
が
ら
年
代
や
過
去
の
立
場
を
越
え
て
学
び
あ
っ

た
こ
と
も
、こ
の
参
加
者
の
多
様
性
だ
か
ら
こ
そ
持
て
た

場
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

全
国
で
先
行
し
て
行
わ
れ
て
る
こ
う
し
た
人
材
育
成
塾

で
は
塾
生
に
よ
る
課
題
解
決
と
合
わ
せ
て
経
済
的
な
効
果

も
表
れ
て
お
り
、「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」の
証
明
で

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
本
塾
で
も
継
続
す
る
こ
と
で
、そ

の
効
果
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
梁
川
流
域
学
校　

副
代
表
理
事　

石
原 

達
也

中村 泰典

石原 達也

副代表者総括

副代表者総括
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講
座
事
例

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

4

No. 講師 テーマ

1 神崎 宣武氏 【半農半Ｘ】備中人の四季を通じた稼ぎと暮らし

2 神崎 宣武氏 【備中は一円】高梁川流域の多様性とつながりやすさ

3 神崎 宣武氏 【吉備と大和】中央と地方とのあり方を古代吉備に学ぶ

4 藤井裕也氏 高梁川流域の地域おこし協力隊のこれまでとこれから（実践と狙い）

5 長野紘貴氏 WHY から始まる、スモールアクションと仲間づくり（1）

6 井口陽平氏 WHY から始まる、スモールアクションと仲間づくり（2）

7 佐々木博氏 2030 年の地方での暮らしのイメージ（デジタル対応を含めて）

8 澁澤寿一氏 高梁川なりわい塾

9 矢吹博和氏 合意形成ファシリテーションとアイデア発想ワークショップ（1）～（3）

10 古川明氏 水島誕生の歴史と未来に向けたまちづくり

11 大原あかね氏 大原總一郎が夢見た、高梁川流域の未来

12 川崎好美氏 とことん RESAS ワークショップ

13 松田礼平氏 地域おこし協力隊　実践事例（1）岡山と新見との２拠点連携での取組みについて

14 坂ノ上博史氏 SDGs 探求プロジェクト①ステークホルダー

15 中村泰典氏 まちづくりと観光の beyondSDGs ～倉敷の歴史的都市景観が、目指す未来像～

16 村上智英氏 新規事業立案の基礎

17 山本亮氏 SDGs カードゲーム体験講座

18 秋田修一氏 非営利団体の会計基礎

19 大久保憲作氏 SDGs と企業の社会的責任～クラモクが参画するグローバル教育プログラム～

20 坂ノ上博史氏 SDGs 探求プロジェクト②ロジックモデル

21 柳沢秀行氏 レクチャー『大原美術館の歴史と作品』

22 柳沢秀行氏 体験型講座『対話型作品鑑賞（大原美術館本館を使って）』

23 戸井健吾氏 月間 100 万 PV のブロガーが取組む地域メディアのビジョン

24 佐藤拓也氏 地域おこし協力隊　実践事例（2）特産品開発、地域おこし

25 塩飽敏史氏 高梁川流域の開発と環境再生への取り組み

26 坂ノ上博史氏 SDGs 探求プロジェクト③プレゼンテーション

27 佐伯佳和氏 地域おこし協力隊　実践事例（3）テーマ『日本の木を使うべき理由』

28 岡崎遼太朗氏 見せる資料のつくりかた（1）

29 岡崎遼太朗氏 見せる資料のつくりかた（2）

30 沖村舞子氏 地域おこし協力隊　実践事例（4）テーマ「地域密着・巻き込み型の場づくり・拠点づくり」

31 松原龍之氏 未来のために朝だけ畑をはじめた

32 赤木美子氏 幸せなこども時代をすべてのこども達に ～北欧の２週間｜現場の考え方を聴いた ～

33 森光康恵氏 11 年目を迎えた高校生による『聞き書き』の魅力を語る

34 石原達也氏 SDGs 達成の具体策を考える

第１期講座一覧

これまでの講座一覧
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No. 講師 テーマ

1 池上慶行 氏 児島フィールドワーク：児島の繊維産業

2 菊竹有希 氏 貧困と多様性～どうして私は『くらがく』をつくったのか～

3 森分志学 氏 NPO 法人だっぴが取り組む SDGs 事例

4 利根弥生 氏 NPO 法人タブララサが取り組む SDGs 事例～『エコスマ』から続くそのコミュニティについて～

5 佐藤拓也 氏 高梁フィールドワーク：特産品開発と古民家再生

6 成田賢一 氏 いつも心にわくわくを

7 坂ノ上博史 氏 SDGs 探求プロジェクト①ステークホルダー

8 坂ノ上博史 氏 SDGs 探求プロジェクト②ロジックモデル

9 流域学校 高梁川流域の SDGs を考える①

10 藤原聖仁 氏 / 佐々木博 氏 テクノロジーとクリエイティブによる新しいまちづくり

11 大原あかね 氏 高梁川流域と大原總一郎

12 岩崎真子 氏 倉敷フィールドワーク：倉敷薄荷ワークショップ

13 直島克樹 氏 地域×大学による地域福祉の向上

14 松田礼平 氏 / 野波晶也 氏 新見フィールドワーク：地域資源活用、岡山ワインバレー

15 坂ノ上博史 氏 SDGs 探求プロジェクト③プレゼンテーション（1）

16 流域学校 高梁川流域の SDGs を考える①

17 赤木美子 氏 高梁川流域の未来をつくる子育て支援～人材育成の視点から～

18 坂ノ上博史 氏 SDGs 探求プロジェクト③プレゼンテーション（2）

19 神崎宣武 氏 高梁川流域の特長と持続可能性

20 石原達也氏 SDGs 達成の具体策を考える

第２期講座一覧

第３期講座一覧

No. 講師 テーマ

1 坂ノ上博史 氏 高梁川流域原論①ミッション編

2 森光康恵 氏 『聞く』から始まる物語

3 柏原拓史 氏 SDGs の説明およびカードゲーム X の体験

4 森分志学 氏 SDGs 探求プロジェクト①ステークホルダー

5 森分志学 氏 SDGs 探求プロジェクト②ロジックモデル

6 伊達卓生 氏 / 松島彩 氏 フィールドワーク：井原

7 坂ノ上博史 氏 高梁川流域原論②データ編

8 流域学校 高梁川流域の SDGs を考える①～③

9 梶谷俊介 氏 岡山トヨタ自動車の取り組む SDGs

10 中村泰典 氏 フィールドワーク：倉敷

11 大原あかね 氏 大原總一郎と倉敷考古館～旧暦で語るべし～

12 神崎宣武 氏 高梁川流域の四季五節の循環

13 赤澤靖弘 氏 SDGs の活用のメソッドと役割

14 井関竜平 氏 六島浜醸造所の取り組みについて

15 森分志学 氏 SDGs 探求プロジェクト③プレゼンテーション（1）～（2）

16 大久保憲作 氏 " 倉敷木材株式会社・株式会社エフエムくらしきの取り組む SDGs"

17 浅野直 氏 / 高山和成 氏 総社市フィールドワーク（1）～（2）

18 坂ノ上博史 氏 高梁川流域原論③対話篇

19 戸井健吾 氏 SDGs を見据えたメディアを通じての地域連携

20 岡崎遼太朗 氏 デザイン× SDGs ／フリーペーパー STAR* の取り組み
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倉敷市一般社団法人高梁川流域学校

倉敷市内ほか、高梁川流域全域

高梁川の自然や歴史、文化、および産業を「フィールドワーク」
の教材に、多様な世代が所属や立場を超えて互いに学び、研鑽
しあい、高梁川流域での地域づくりや、「持続可能」な地域を担
う次世代の人材として成長し、行動につなげることを目指す塾
です。

事業については
右記QRコードにて

探究学習とは、受講生自らが課題・テーマを設定し、解決のため
に情報を収集・整理・分析したり、周囲の人と意見交換・協働した
りしながら進めていく学習活動のことです。このコースでは、座
学に加えて、実習やプレゼンテーション作成などのアウトプット
を前提として、プログラムに参加します。

（探求コース以外に、座学だけに参加する「聴講生コース」もあり
ます。）

その他、地域おこし協力隊ＯＢで起業して活躍中の皆さんや、高梁川
流域学校の役員メンバーなど事業の実践者、あるいはスキル・ノウハ
ウの専門家、高梁川志塾OB/OGなど、多数の講師を予定しています。

高梁川志塾では様々な分野の話を聞くことが出来たの
で、自分の視野を広げる機会となりました。プログラム
終了後も受講生の方と繋がり良い刺激を受けています。
二期生の皆さまとも今後関わっていけたらと思います！

神崎 宣武 氏
（民俗学者・高梁川流域学校 校長）

岩崎 真子 さん

大原 あかね 氏

藤原 聖仁 氏

主催運営

定員

会場

（公益財団法人有隣会 理事長（大原美術館 理事長））

（株式会社KASIKA 代表取締役CEO）

25名（SDGs探求コース）
※聴講生は、別途、ウェブサイトからお申し込みいただけます。

会場とオンライン受講を並用して実施

開
校
式

修
了
式メンタリング レポート・

プレゼンテーション

※詳細スケジュールは、裏面をご覧ください。

SDGsビジョン編 ローカルSDGs
ミッション編

スキル編 教養編

座学

（講座ごとに異なる場合があります。）

実習

フィールドワーク
+

1 2 3 6

4 5

＜ 第２期 ＞

倉敷市地域おこし協力隊員
倉敷薄荷陳列所所長

高梁川流域連携中枢都市圏事業
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●ご所属　●ご氏名（ふりがな）※複数の場合は全員分
●電話番号　●ご住所　●決済方法（クレジットカード／銀行振込）
●受講方法（会場／オンライン）　●ご参加への思い
をご記載の上、当運営へメールをご送信ください。

聴講生として受講をご希望の方は、事業HP
等にて各講座のお知らせをいたしますの
で、そちらからお申込みください。

【電話】 086-527-6248（分福代表）　【FAX】 086-691-2289　【メール】 seminar@takahashigawa.or.jp
【住所】 岡山県倉敷市中央2丁目13-3 住吉町の家 分福

①クレジットカード（SDGs探求コース受講生・聴講生共通）
　 ※お申込みをいただいた方に決済用のページをご案内

②銀行振込（SDGs探求コース受講生のみ）
　 ※お申込みをいただいた方に口座情報をご案内

①開校式（必修）  2021年6月27日（日）午前

②座学・フィールドワーク　2021年6月27日（日）～ 2021年9月12日（日）
高梁川流域の第一線で活躍する豪華講師陣による講座をご用意しております。
※期間中、2時間（前半講義・後半ワーク）×最大３0コマ程度（平日夜もしくは土日での開催）
※１コマは、２時間10分を基本的な組み立てとしています。内訳は、1時間のレクチャー、

10分の休憩、１時間の質疑応答（もしくはワークショップ）の予定です。

③実習　2021年8月2日（月）～ 9月5日（日）
運営側で指定する団体の活動に参加する、又は自身のプランに即した
実習／実践を行い、期間中20時間程度の現地実習を行います。

④メンタリング　2021年8月2日（月）～ 9月5日（日）
実習の前、中、後で、メンターとの面談を行い、ご自身のプランのブラッ
シュアップや、最終発表に向けた相談などを行います。

⑤レポート・プレゼンテーション(必修)
2021年8月16日（月）～ 2021年9月12日（日）
自らのテーマ・関心に合わせて、レポートもしくはプレゼンテーション
資料の作成を行います。

⑥修了式（必修）　2021年9月26日（日）終日
それぞれの活動及びレポートもしくはプランについての発表を行います。

各講座の開催会場で直接受講、もしくはオンライン（Zoom等）
での受講を選択。
※SDGs探求コース受講生は、専用の「Googleクラスルーム」へご招待となる予定ですの

で、事前にGoogleアカウントの作成をお願い致します。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、オンラインのみ開催となる場合もございます。

地域の課題解決に取り組んでみたい人。

プロジェクトやイベントの企画・運営のノウハウを学
びたい人。

SDGsを経営に取り入れたい企業の経営者、担当者。

NPOや地域活動に参加している次世代人材。

SDGsをより深く知りたい、行政関係者・教育関係者など。

土 日
 1限
２限
３限
４限

10:00 ～ 12:10
13:00 ～ 15:10
15:30 ～ 17:40
18:00 ～ 20:10 ４限 18:00 ～ 20:10

平 日

お申し込み方法

本件に関するお問い合わせ先

https://forms.gle/cazAqsQAwnph6JkL9

SDGs探求コースへの参加をご希望の方は、下記よりお申し込みください。

一般社団法人高梁川流域学校　事務局（担当：山本）

※6月20日（日）締切

1 2メール：seminar@takahashigawa.or.jp Googleフォーム

＜SDGsビジョン編＞
高梁川流域の2030年のビジョンと、そこに向けた課題解決の
ための現状の取り組みを、実践者や専門家のレクチャーで深く
理解し、アクションへの気づきを得ることができる講座。

【例】SDGsに取り組む団体による事例紹介：NPO法人だっぴ
（森分志学 氏）・NPO法人タブララサ（利根弥生 氏）

＜ローカルSDGsミッション編＞
SDGsの17のゴールを高梁川流域版にローカライズして目標
設定するワークショップ。

＜教養編＞
高梁川流域における、歴史・文化・産業などに関する教養や、活
動の前提となる知識を得るための講座。

＜スキル編＞
プレゼンテーション、ロジックモデル・ビジネスモデル、探求学
習のためのスキル・ノウハウを習得する講座。

＜フィールドワーク＞
流域流域における持続可能な取り組みの体験プログラム

【例】高梁市吹屋でのとうがらし収穫ワークショップ（佐藤紅商店 
佐藤拓也氏） ほか。

一般12,000円（税込）　学生  8,000円（税込）
（全プログラムへの当日参加、アーカイブ視聴が可能）

※会場受講・オンライン受講に関わらず一律料金
※フィールドワークは、内容により別途実費での参加費がかかる場合がございます。

①SDGs探求コース受講生  

②聴講生（座学のみ参加）
会場受講：1,500円／回　オンライン・アーカイブ受講：500円／回
※後日参加者のみ閲覧できるページをご案内予定です。
※講座によっては、別途、実費を徴収する場合があります。
※講座によっては、無料公開の場合があります。



8

講
座
事
例

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

講
師
の
直
島
克
樹
さ
ん
は「
子
ど
も
を
主
体
と
し

た
岡
山
地
域
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
‐
子
ど
も
の
貧

困
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議-

」の
代
表
を
務
め
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、倉
敷
地
域
の
福
祉
的
課
題
に
つ
い
て
、

学
生
と
地
域
の
方
々
の
協
働
に
よ
る
解
決
を
目
指
す

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、川
崎
医
療
福
祉
大
学
医
療
福
祉
学
部

と
倉
敷
東
小
学
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
・
町
内
会
で

つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
団
体「e-kom

m
unity

研
究
所
」

や
、同
大
学
の
学
生
が
在
学
中
に
設
立
し
た「
一
般
社

団
法
人
子
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
つ
ば
さ
」

の
取
り
組
み
や
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

「
共
同
売
店
の
お
話
は
、初
め
て
聞
い
た
取
り
組
み

で
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
ち
の
住
民
が
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、何
か
あ
れ
ば
こ
こ

に
来
る
と
い
う〝
場
所
〟に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
興

味
深
か
っ
た
で
す
。
福
祉
系
の
学
生
さ
ん
の
取
組
は
、

問
題
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
に
感
心
し
ま

し
た
。
ま
た
学
生
が
来
て
く
れ
れ
ば
解
決
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
地
域
住
民
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
、

学
生
の
代
が
変
わ
る
時
の
引
継
ぎ
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
知
れ
ま
し
た
。」（
服
部
さ
ん
）

持
続
可
能
な
地
域
を
目
指
す
う
え
で
、地
域
の
福

祉
と
い
う
視
点
は
欠
い
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
そ

の
福
祉
に
つ
い
て
、未
来
あ
る
学
生
た
ち
が
積
極
的
に

動
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、明
る
い
話
題
で
は
あ
り
ま

す
が
、そ
れ
の
み
を
頼
り
に
し
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

直
島
先
生
が
話
し
て
い
た
よ
う
に
、学
生
の
主
体
性

を
活
か
し
つ
つ
も
、あ
く
ま
で
地
域
全
体
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
高
梁
川
流
域
学
校  

事
務
局 

梶
谷
／facebook

よ
り
抜
粋
）

高
梁
市
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
吹
屋
の
町
歩
き
と
古

民
家
改
修
体
験
、更
に
吹
屋
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
を
知

る
特
別
講
座
の
豪
華
3
本
立
て
。
暑
い
く
ら
い
の
快
晴

で
、大
変
充
実
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
講
座
に
つ
い
て
講
師
を
務
め
ら
れ
た
佐
藤
拓
也

さ
ん
は
元「
高
梁
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」で
、任
期

中
に
吹
屋
の
新
た
な
特
産
品
、赤
い
柚
子
胡
椒「
紅
だ

る
ま
」の
開
発
に
取
り
組
み
、任
期
後
は「
佐
藤
紅
商
店
」

店
主
と
し
て「
紅
だ
る
ま
」の
製
造
・
販
売
を
行
い
な
が

ら
、吹
屋
の
魅
力
を
様
々
な
形
で
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
吹
屋
の
町
歩
き
で
は
戸
田
誠
さ
ん
、古
民

家
改
修
体
験
で
は
横
山
弘
毅
さ
ん
と
矢
動
丸
裕
子
さ

ん
に
講
師
を
ご
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
講
座
全

体
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
つ
い
て
は
佐
藤
さ
ん
と
川
上

雅
美
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
吹
屋
の
歴
史
を
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
石
見
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
、馬
で
中
国
山

地
か
ら
米
・
鉄
・
薪
が
運
ば
れ
、銅
や
ベ
ン
ガ
ラ
が
運
び

出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。

古
民
家
の
修
理
作
業
は
ベ
ン
ガ
ラ
を
塗
り
ま
し
た
。

防
虫
効
果
が
あ
る
と
伺
っ
た
の
で
、家
の
床
下
に
も
塗
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。」（
滝
口
さ
ん
）

「
吹
屋
は
、地
元
の
人
た
ち
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、移
住
者
な
ど
の
外
部

の
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が

1
番
の
驚
き
で
し
た
。
ま
た
、古
民
家
の
再
生
作
業
も

想
像
以
上
の
肉
体
労
働
だ
っ
た
が
、い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。」（
匿
名
希
望
）

過
去
鉱
山
や
ベ
ン
ガ
ラ
で
栄
え
、多
く
の
人
々
が
交

易
に
訪
れ
た
吹
屋
は
今
、外
部
か
ら
移
住
し
て
き
た
人

を
温
か
く
迎
え
入
れ
、町
お
こ
し
を
一
緒
に
な
っ
て
進
め

て
い
ま
す
。
高
梁
川
志
塾
と
し
て
も
今
後
も
何
か
し
ら

の
形
で
吹
屋
に
関
わ
れ
た
ら
と
、改
め
て
思
っ
て
い
ま
す
。

（
高
梁
川
流
域
学
校  

事
務
局 

梶
谷
／facebook

よ
り
抜
粋
）

地域×大学による

地域福祉の向上

高梁市フィールドワーク

直島 克樹 氏
川崎医療福祉大学医療福祉学部医療福祉学 科講師

佐藤 拓也 氏　
佐藤紅商店 店主 

ほか
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第
2
期
は
、２
０
２
1
年
6
月
～
9
月
の
期

間
で
開
校
し
、受
講
生
は
27
名
、う
ちSDGs

探

求
コ
ー
ス
が
23
名
、単
位
取
得
コ
ー
ス
が
4
名

で
し
た
。

第
1
期
に
引
き
続
き「
地
域（
歴
史
・
文
化
・

産
業
な
ど
）の
理
解
促
進
」「SDGs

の
理
解
促
進
」

「
実
践
に
向
け
た
ス
キ
ル
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
」

で
構
成
し
ま
し
た
。
新
た
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
追
加
し
、各
地
域（
児
島
、新
見
、高
梁
）で

の
実
践
者
が
講
師
と
な
っ
て
、町
歩
き
や
、体
験

型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
え
て
、高
梁
川
流
域
で
の
地
域
指
標（
ロ
ー
カ

ルSDGs

）を
考
え
る
講
座
も
実
施
し
、よ
り
地

域
理
解
が
深
ま
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
改
め
ま
し

た
。ま

た
、「
倉
敷
市
・
高
梁
川
流
域SDGs

×
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー（
主
催
：
倉

敷
市
）」「RESAS

教
育
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

探Q!RESAS 

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
主
催
：

RESAS

活
用
教
育
推
進
委
員
会
岡
山
部
会
）」

を
連
携
講
座
と
し
て
位
置
づ
け
、相
互
に
参
加

が
で
き
る
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

開
校
式
は
、住
吉
町
の
家 

分
福
で
開
催
し
、

神
崎
宣
武
高
梁
川
流
域
学
校
校
長
も
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

高
梁
川
流
域
学
校
役
員
か
ら
も
挨
拶
を
行

い
、そ
の
中
で
も
、大
久
保
相
談
役
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は「
志
を
持
つ
こ
と
」。

高
校
生
か
ら
留
学
生
、リ
タ
イ
ア
後
の
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
目
指
す
方
ま
で
多
種
多
様
な

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、そ
れ
ぞ
れ
の
志
を

立
て
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
し
た
。

成
果
発
表
会
・
修
了
式
は
、
当
初
は
公
共
施

設
で
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、岡
山
県
で
も

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
適
用
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
原
則
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

成
果
発
表
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
、

1
グ
ル
ー
プ
3
～
4
人
が
発
表
し
グ
ル
ー
プ
内

で
感
想
や
質
問
を
共
有
す
る
形
を
と
り
ま
し
た
。

1
人
の
発
表
の
持
ち
時
間
が
約
5
分
と
大
変
短

い
な
が
ら
も
、3
か
月
間
の
志
塾
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
、こ
れ
ま
で
の
自
分
の
取
り
組
み
や
、

こ
れ
か
ら
の
自
身
の
活
動
に
つ
い
て
発
表
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

高
梁
川
流
域
学
校
の
役
員
だ
け
で
な
く
、主

催
の
倉
敷
市
や
お
世
話
に
な
っ
た
講
師
の
皆
様
、

1
期
生
等
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、発
表
内
容
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
受
け
な
が
ら
、ご
自
身
が
ま
だ
気
づ
い
て
い

な
か
っ
た
良
い
点
や
、次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
な

が
る
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
得
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

高梁川志塾2期目
～現地で学び、地域課題を共有する～

高
梁
川
志
塾
開
校
式
・
修
了
式
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
で
、岡
山
県
高
梁
市
に
あ
る
吉

備
国
際
大
学
に
通
う
留
学
生
のJoe Vanda Bim

a 
Cahya

（
ジ
ョ 

フ
ァ
ン
ダ 

ビ
マ 

チ
ャ
ヒ
ャ
）さ
ん
が
、2
期

生
と
し
て
高
梁
川
志
塾
に
参
加
さ
れ
た
時
の
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

高
梁
市
は
留
学
生
な
ど
外
国
籍
の
方
が
多
い
街
で
す
。

高
梁
市
の
人
口
の
う
ち
外
国
人
は
約
９
０
０
人
で
、岡

山
県
内
で
最
も
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
日

本
人
と
外
国
人
が
触
れ
あ
え
る
よ
う
な
交
流
の
機
会
や

場
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、お
互
い
の
こ
と
を
よ
く
分
か
り

合
え
ず
に
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、日
本
人
と
会
話
を
し
な
が
ら
日
本
語
を

勉
強
し
理
解
す
る
機
会
が
な
く
、防
災
面
で
も
ど
こ
に

頼
れ
ば
良
い
か
よ
く
わ
か
ら
ず
、不
安
に
思
っ
て
い
る
外

国
人
の
方
が
多
い
そ
う
で
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
の
触
れ
あ
い
を
求
め
、大
学
に
入

学
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
市
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
き
た
ジ
ョ
さ

ん
。
た
か
は
し
国
際
交
流
ゴ
ミ
拾
い
で
は
、
議
員
さ
ん

も
参
加
さ
れ
楽
し
い
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、大

学
で
学
ん
で
い
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
能
力
を
活
か
し

「
N 

P 

O
法
人
だ
っ
ぴ
」に
て
中
高
生
の
キ
ャ
ス
ト
と
し

て
会
話
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
ゼ
ミ
の
先
生
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
高
梁
川
志

塾
の
存
在
を
知
っ
た
ジ
ョ
さ
ん
は
、高
梁
川
志
塾
1
期
生

募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、目
標
に
向
か
っ
て
実
践
し
て

い
る
人
が
大
勢
い
る
の
を
見
て
興
味
を
惹
か
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
日
本
の
歴
史
や
日
本
人
の
考
え
方
・
志
と
い
っ

た
も
の
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

ジ
ョ
さ
ん
は
、
以
前
か
らSDGs

に
も
興
味
が
あ
り
、

２
０
２
１
年
3
月
に
環
境
省
が
開
催
し
た「
ロ
ー
カ
ル

SDGs

ユ
ー
ス・
ダ
イ
ア
ロ
グ
＠
岡
山
・
滋
賀
」に
参
加
し

て
い
ま
す
。
日
本
人
と
外
国
人
の
交
流
の
場
が
増
え
る

こ
と
を
望
み
つ
つ
も
、今
の
自
分
で
は
力
不
足
だ
と
痛
感

高梁川流域に住む
外国人の想い

インタビュー　梶谷 友香

Joe Vanda Bima Cahya（ジョ ファンダ ビマ チャヒャ）（高梁川志塾2期生）
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し
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

「
高
梁
川
志
塾
で
学
び
、母
国
か
ら
遠
く
離
れ
高
梁
市

に
住
む
外
国
人
が
、第
2
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
安
心

し
て
住
め
る
よ
う
に
市
民
と
外
国
人
を
つ
な
げ
る
存
在

に
な
り
た
い
。
外
国
人
が
懐
か
し
く
思
え
る
よ
う
な
、心

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
よ
う
な
、そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を

し
た
い
」と
ジ
ョ
さ
ん
は
心
を
奮
い
立
た
せ
て
参
加
を
決

意
し
ま
し
た
。

 

塾
生
や
講
師
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
た
く
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
て
感
激
し
た
ジ
ョ
さ
ん
。
多
く
の

人
の
協
力
が
あ
っ
て
無
事
に
高
梁
川
志
塾
を
修
了
で
き
、

本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
今
後
の
活

動
へ
の
刺
激
に
な
り
、修
了
後
も
何
か
あ
れ
ば
協
力
す
る

と
言
っ
て
く
れ
る
方
た
ち
に
出
会
え
た
こ
と
が
、大
き
な

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
高
梁
川
志
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を

人
生
に
も
活
か
し
た
い
そ
う
で
す
。

自
分
が
参
加
し
て
も
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

戸
惑
い
が
あ
っ
た
ジ
ョ
さ
ん
は
、唯
一
の
外
国
人
と
い
う

こ
と
で
不
安
に
思
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
そ
う
で
す
。
実

際
に
参
加
し
て
み
る
と
、学
校
の
よ
う
な
雰
囲
気
に
安

心
し
ま
し
た
が
、真
剣
に
学
ぶ
方
た
ち
を
見
て
、「
ま
だ

若
造
だ
け
ど
も
っ
と
も
っ
と
が
ん
ば
ろ
う
、負
け
ら
れ
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
ジ
ョ
さ
ん
。
特
に
勉
強
に
な
っ

た
の
は
、SDGs

の
座
学
だ
そ
う
で
す
。

「
自
分
は
実
践
型
で
す
ぐ
行
動
す
る
タ
イ
プ
だ
け
ど
、

じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
で
新
し
い
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
成
長
が
で
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

ジ
ョ
さ
ん
の
考
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
多
様
性
で
す
。
人

間
は
一
人
ひ
と
り
様
々
な
個
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
お
互

い
を
知
り
認
め
合
う
こ
と
で
、個
性
や
価
値
観
の
違
い

が
理
解
で
き
ま
す
。「
社
会
に
お
け
る
自
分
の
役
割
が
何

か
を
理
解
し
、自
分
の
能
力
を
活
か
し
て
、誰
も
が
お
互

い
の
個
性
や
価
値
観
を
尊
重
し
生
き
て
い
け
る
世
の
中

を
目
指
し
た
い
。
ま
た
周
囲
の
評
価
に
振
り
回
さ
れ
ず

自
分
の
想
い
を
貫
く
強
さ
も
同
時
に
持
ち
合
わ
せ
た
い
」

と
ジ
ョ
さ
ん
は
考
え
ま
す
。

大
学
卒
業
後
は
海
外
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、持
続

可
能
な
社
会
に
向
け
て
多
様
性
を
尊
重
す
る
方
針
の
会

社
に
就
職
し
、地
域
へ
さ
ら
な
る
社
会
貢
献
を
し
て
い
き

た
い
そ
う
で
す
。

今
ま
で
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
い
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、学
ん
だ
こ
と
や
活
動
し
て
き
た

こ
と
を
活
か
し
て
、流
域
学
校
に
協
力
し
て
恩
返
し
が

し
た
い
と
い
う
ジ
ョ
さ
ん
。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
能
力

を
磨
き
な
が
ら
、高
梁
川
流
域
だ
け
で
な
く
岡
山
県
内

の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
積
極
的
に
活
動
し
た
い
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ジ
ョ
さ
ん
が
、今
後
取
り
組
み
た
い
活
動
は
以
下
の
こ

と
。「

自
分
な
ら
で
は
の
強
み
を
活
か
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
を
大
事
に
し
て
多
文
化
共
生
へ
の
取
り
組
み
」「
自
分

が
目
標
と
し
て
い
るSDGs

の
達
成
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
」「
国
や
人
種
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を

認
め
て
理
解
し
交
流
す
る
こ
と
」な
ど
で
す
。

避
難
情
報
や
避
難
所
な
ど
の
防
災
面
も
含
め
、日
本

人
も
外
国
人
も
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

様
々
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。

 

高
梁
川
志
塾
で
の
学
び
を
活
か
し
、2021
年
10
月
に

は
高
梁
図
書
館
に
て
大
学
の
ゼ
ミ
の
仲
間
た
ち
と「
多

文
化
共
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
企
画
し
開
催
。2022

年
3
月
に
は
、備
中
高
梁
会
議2022

に
登
壇
し「
多
文

化
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
発
表
を
し
ま
し
た
。
高
梁
川

志
塾
で
の
学
び
と
挑
戦
は
、ジ
ョ
さ
ん
の
中
で
か
け
が
え

の
な
い
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
日
本
と
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
語
り
ま
す
。
母

国
を
愛
し
日
本
を
愛
す
る
ジ
ョ
さ
ん
の
今
後
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
活
躍
が
、と
て
も
楽
し
み
で
す
。

Joe Va nda Bima Ca hya
（ジョ　ファンダ　ビマ　チャヒャ）

考える前に行動しているので失敗も多いのです
が、チャレンジ精神旺盛でどんなことにも前向
きに取り組んでいます。多文化共生プロジェク
トやSDGｓ活動などに、留学生としての立場を
存分に活かして取り組んでおり、今後の活躍が
楽しみな学生です。

吉備国際大学副学長 井勝久喜

COMMENT

吉備国際大学社会科学部経営社会学科3年生。インドネ

シアジャワ島出身。大学に入学以来、ボランティア活動や

地域貢献活動に参加しています。高梁川志塾に参加した

ことにより自分の価値観が大きく変わりました。チャレンジ

精神を大事にしながら、留学生として多文化共生への取

組にもっと力を入れたいと思います。
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高
梁
川
志
塾
に
第
2
期
生
と
し
て
参
加
し
た
佐
々

木
聰
さ
ん
。
２
０
１
５
年
神
奈
川
県
の
湘
南
か
ら
倉

敷
市
に
帰
郷
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
水
島
臨
海
鉄

道
会
社
で
企
画
室
の
主
幹
を
務
め
つ
つ
、水
島
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
の
活
動
に
も
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
起
こ
さ
れ
て
い
る
佐
々

木
さ
ん
の
地
域
へ
の
想
い
や
、高
梁
川
志
塾
で
の
体
験

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
が
水
島
の
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
は
、「
り
ん
て
つ
沿
線
手
帖
」と
の
出
会
い

で
し
た
。「
り
ん
て
つ
沿
線
手
帖
」と
は
、水
島
臨
海

鉄
道
の
魅
力
を
発
掘
し
よ
う
と
、
地
元
の
大
学
生
、

高
校
生
た
ち
が
協
力
し
あ
っ
て
で
き
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
前
職
で
あ
る
鎌
倉
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
会
社
に
勤
め
て
い
た
頃
か
ら
、地
元
密
着
の
概

念
を
叩
き
込
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
は
企

業
が
一
方
的
に
地
元
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
だ
け
。

水
島
臨
海
鉄
道
会
社
に
入
社
し
た
時
、「
り
ん
て
つ
沿

線
手
帖
」を
見
た
佐
々
木
さ
ん
は
、地
元
の
人
発
信

で
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
動
く
様
子
に
か
な
り
驚

い
た
と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
地
域
の
人
に
愛
さ
れ
る

水
島
を
、も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
、

現
在
の
取
り
組
み
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
地
域
の
た
め
に
率
先
し
て
行
動
さ

れ
る
水
島
の
人
た
ち
に
影
響
を
受
け
た
と
語
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
ふ
た
り
の
人
と
の
出
会
い
が
、佐
々

木
さ
ん
を
動
か
し
ま
し
た
。
民
間
主
導
の
マ
ル
シ
ェ「
臨

鉄
ガ
ー
デ
ン
」の
運
営
を
行
い
、地
域
活
性
に
貢
献
し

て
い
る
土
屋
遼
介
さ
ん
。
ミ
ズ
シ
マ・
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
トLab.

と
呼
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の

代
表
で
あ
る
古
川
明
さ
ん
。
ふ
た
り
の
行
動
に
刺
激

を
受
け
、肩
を
並
べ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

水島のまちづくりを
流域全体へ波及していく

インタビュー　中島 理沙

佐々木 聰（高梁川志塾2期生）
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水
島
臨
海
鉄
道
会
社
が
創
立
50
周
年
の
時
、佐
々
木

さ
ん
は「
り
ん
て
つ
沿
線
手
帖
」を
考
案
し
た
張
本
人
の

秋
田
さ
ん
に
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
水
島

と
倉
敷
を
繋
ぎ
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
を
聞
く
中
で
、

地
域
に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
た
い
気
持
ち
が
大
き
く

な
っ
た
佐
々
木
さ
ん
。
気
づ
け
ば
高
梁
川
志
塾
の
申
込

ボ
タ
ン
を
押
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

高
梁
川
志
塾
で
の
学
び
は
、す
ご
く
刺
激
的
だ
っ
た

と
話
す
佐
々
木
さ
ん
。
佐
々
木
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、

地
域
を
よ
く
し
た
い
と
熱
い
想
い
を
持
っ
て
い
る
人
た

ち
と
の
交
流
は
、と
て
も
充
実
し
た
時
間
の
よ
う
で
し

た
。
な
か
で
も
、高
梁
川
流
域
学
校
の
代
表
理
事
を
務

め
る
坂
ノ
上
さ
ん
は
、佐
々
木
さ
ん
に
と
っ
て
憧
れ
の
人

だ
と
話
し
ま
す
。
坂
ノ
上
さ
ん
の
仕
事
に
対
す
る
推
進

力
や
影
の
努
力
な
ど
に
尊
敬
を
抱
い
て
い
た
佐
々
木
さ

ん
は
、貴
重
な
経
験
が
で
き
た
と
語
り
ま
す
。

高
梁
川
志
塾
に
入
る
前
は
全
く
土
地
勘
が
な
く
、高

梁
川
も
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
佐
々
木
さ
ん
。
高
梁
川
志

塾
で
学
ぶ
う
ち
に
た
く
さ
ん
出
会
い
が
あ
り
、地
域
の

名
前
と
人
の
顔
が
結
び
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
と
語
り
ま
す
。

た
だ
の
風
景
だ
っ
た
高
梁
川
が
、そ
の
場
所
に
は
色
々

な
想
い
を
持
っ
て
い
る
人
が
住
ん
で
い
る
の
だ
と
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
人
生
に
お
い
て
、人
と
関
わ
り
あ
う

こ
と
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
佐
々
木

さ
ん
が
悩
ん
で
い
る
時
、人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
良
い

影
響
を
受
け
た
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。
人
と
関
わ
り

あ
い
、影
響
を
受
け
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に

幸
せ
を
感
じ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
と
語
る
佐
々
木

さ
ん
。
高
梁
川
志
塾
で
の
素
敵
な
出
会
い
が
、佐
々
木

さ
ん
の
地
域
愛
を
よ
り
一
層
深
い
も
の
に
し
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

主
体
性
の
欠
如
は
高
梁
川
流
域
だ
け
の
話
で
は
な
く
、

社
会
全
体
の
課
題
で
あ
り
、水
島
に
も
当
て
は
ま
る
と

語
る
佐
々
木
さ
ん
。
頭
で
は
行
動
し
た
ほ
う
が
良
い
と

わ
か
っ
て
い
て
も
、実
際
に
行
動
を
起
こ
す
か
と
い
う
と

起
こ
さ
な
い
。
そ
ん
な
風
潮
を
こ
こ
1
年
す
ご
く
感
じ

て
い
る
そ
う
で
す
。
高
梁
川
流
域
に
も
い
ろ
い
ろ
な
課

題
やSDGs

の
目
標
が
あ
り
ま
す
が
、知
る
だ
け
で
は
な

く
行
動
す
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
語
り
ま
す
。

行
動
す
る
と
い
っ
て
も
、そ
の
大
き
さ
は
さ
ま
ざ
ま
。

佐
々
木
さ
ん
は
、み
ん
な
が
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
こ

と
や
っ
て
見
せ
た
方
が
景
色
が
変
わ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
語
り
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
が
水
島
の
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
取
り
組
み
。

佐
々
木
さ
ん
は
、地
域
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
機
能
を
作
ろ
う
と
行
動
を
起
こ
し
て
い
る
真
っ
最

中
で
す
。
い
ず
れ
は
水
島
で
の
取
り
組
み
を
高
梁
川
流

域
な
ど
地
域
全
体
に
波
及
し
て
い
き
た
い
と
い
う
大
き

な
夢
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。一
筋
縄
で
い
か
な
い
取
り

組
み
に
苦
戦
し
つ
つ
も
、地
域
の
た
め
に
行
動
を
起
こ
し

て
い
る
佐
々
木
さ
ん
は
、と
て
も
ま
ぶ
し
く
見
え
ま
す
。

「
私
変
態
な
ん
で
す
よ
」と
笑
っ
て
冗
談
を
話
す
佐
々

木
さ
ん
。
そ
の
突
き
抜
け
た
行
動
力
は
、な
か
な
か
真

似
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、水
島
の
未
来
を
明
る
く
照

ら
す
光
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
人
と
の
繋
が
り
か
ら
学

び
を
深
め
、実
現
可
能
性
に
止
ま
ら
ず
広
い
視
野
で
地

域
を
見
つ
め
る
佐
々
木
さ
ん
。
今
後
の
水
島
の
ま
ち
づ

く
り
か
ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

佐々木 聰

あらゆることに関心を示す好奇心と、目の前にある
もの全てを受け入れようとする度量を兼ね備えた水
島の逸材。持ち前の論理的思考回路と全体を俯瞰
する能力をフルに発揮して持続可能な水島の未来
図を描くと共に、実行段階において、如何なくリーダー
シップを発揮されんことを大いに期待しています！

1970年、倉敷駅にほど近い千秋座の向かいで生まれ、岡山市は

百間川の原っぱを駆けながら育つ。幼少期からのコンプレック

スと向き合う研究に没頭しすぎて、人より10年遅れて社会へ。鎌

倉の小さなテレビ局の総務人事、社員13,000名の大企業にお

ける企業理念策定ファシリテーター・エバンジェリスト等を経て、

2015年暮れに妻、息子、猫2匹と帰郷。2018年より水島臨海鉄

道に在職、2020年より企画室主幹。

COMMENT

ミズシマ・パークマネジメント Lab.   
代表理事 古川明
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高
梁
川
志
塾
の
第
2
期
生
と
し
て
参
加
し
た
山
口
百

香
さ
ん
。
普
段
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
倉
敷
市
を
中
心

に
ロ
ゴ
の
制
作
や
チ
ラ
シ
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、大
学
生
の
頃
か
ら
所
属
し
て
い
た「
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

S 

T 

A 

R
」と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン
の

編
集
者
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
回
、２
０
２
２

年
6
月
下
旬
か
ら
9
月
末
の
約
3
ヶ
月
間
の
高
梁
川
志

塾
を
通
し
て
、山
口
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の

か
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
が
高
梁
川
志
塾
の
第
2
期
生
と
し
て
参
加

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、高
梁
川
志
塾
第
1
期
生

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
で
あ
る

1
期
生
の
メ
ン
バ
ー
同
士
が
楽
し
そ
う
に
会
話
し
て
い

る
様
子
を
見
て
、山
口
さ
ん
も
興
味
が
湧
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、取
材
対
象
者
の
志
塾
に
対
す
る
想
い
や
様
子

を
聞
い
て
、一
層
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
た
と
の
こ
と
。

元
々
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
い
う
職
業
で
は
、
関
係
人
口
も

少
な
い
こ
と
か
ら
、自
ら
が
行
動
し
な
け
れ
ば
新
た
な

出
会
い
や
、様
々
な
人
の
考
え
を
知
る
機
会
が
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

山
口
さ
ん
は
、自
ら
を「
停
滞
が
好
き
で
は
な
い
性
格
」

と
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
高
梁
川
志
塾
で
は
、講
師
は

も
ち
ろ
ん
、塾
生
も
年
齢
・
職
業
・
性
別
・
生
き
方
な
ど

が
異
な
る
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
新
し
い
発
想
に
出

会
う
た
め
に
は
山
口
さ
ん
の
活
動
範
囲
を
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

高
梁
川
志
塾
最
初
の
授
業
は
4
人
1
グ
ル
ー
プ
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
活
動
し
て
お
り
、な
ぜ
高
梁

川
志
塾
で
学
ぶ
の
か
な
ど
を
伝
え
合
う
講
義
だ
っ
た
と

の
こ
と
。一
緒
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、山
口
さ
ん

は
最
年
少
。
山
口
さ
ん
以
外
の
3
人
は
哲
学
好
き
で
、

熱
意
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
で
す
。一
方
、熱
意
で
は
な
く
興

味
や
関
心
か
ら
参
加
し
た
山
口
さ
ん
は
3
人
と
自
分
を

流域の楽しさを
発見する場所

インタビュー　菊竹 有希

山口 百香（高梁川志塾2期生）
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比
較
し
、不
安
を
感
じ
て
い
た
そ
う
で
す
。

不
安
を
持
ち
続
け
て
い
た
山
口
さ
ん
は
、高
梁
川
志

塾
の
講
義
で
、一
つ
の
答
え
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
あ
る

日
の
講
義
で
講
師
に
対
し
、「
新
し
い
取
組
み
に
対
し
て
、

不
安
あ
り
ま
す
か
。」と
尋
ね
た
そ
う
で
す
。
そ
の
答
え

は
、「
不
安
は
あ
る
が
、落
ち
こ
む
と
は
違
う
。
落
ち
込

む
こ
と
は
、自
分
の
能
力
な
ら
も
っ
と
で
き
る
と
い
う
考

え
が
前
提
に
あ
る
。
不
安
と
は
初
心
に
返
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
成
長
に

繋
が
る
。」と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
言
葉
が
励
み
と

な
り
、不
安
が
成
長
の
兆
し
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た

と
山
口
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

高
梁
川
志
塾
に
は
、社
会
を
変
え
た
い
な
ど
の
熱
意

を
持
っ
た
人
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
高
梁
川
志
塾

を
通
し
て
、新
し
い
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
た

ち
も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
、何
か

新
し
い
取
り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て

い
た
山
口
さ
ん
。
講
義
や
共
に
学
ぶ
仲
間
と
過
ご
す
時

間
か
ら
、楽
し
む
こ
と
の
延
長
線
上
に
新
し
い
活
動
な

ど
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

山
口
さ
ん
が
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
は
、誰
か
と
一
緒

に
楽
し
む
状
態
の
こ
と
。
そ
こ
で
山
口
さ
ん
が
出
来
る

こ
と
は
、「
自
分
が
楽
し
み
な
が
ら
、楽
し
い
様
子
を
伝

え
て
い
く
」こ
と
で
あ
る
そ
う
で
す
。
実
際
に
、志
塾
生

の
仲
間
が
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
定
期
的
に
参
加
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
足
を
運
び
一
歩
踏
み
入
れ
る
こ
と
で
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
楽
し
さ
に
触
れ
た
と
実
感
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
高
梁
川
流
域
の
未
来
に
向
け
た
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
持
続
可
能
な
未
来
を
作
る
た
め
に
、自
分
が
持

続
可
能
で
あ
る
こ
と
」と
話
す
山
口
さ
ん
。
そ
の
背
景

に
は
、こ
れ
ま
で
の
活
動
や
高
梁
川
志
塾
を
通
し
た
答

え
が
あ
り
ま
す
。
高
梁
川
志
塾
に
参
加
す
る
こ
と
で「
活

動
の
原
点
が
普
段
の
自
分
で
あ
る
。
自
分
の
興
味
あ
る

分
野
か
ら
延
長
し
た
先
に
新
た
な
興
味
や
関
心
が
生
ま

れ
る
。
そ
れ
を
追
う
中
で
課
題
を
見
つ
け
、課
題
解
決

に
取
組
む
流
れ
が
出
来
る
」と
の
答
え
を
導
き
だ
し
た

そ
う
で
す
。

山
口
さ
ん
自
身
の
活
動
を
通
し
て
、「
足
を
踏
み
入

れ
た
先
に
い
る
人
た
ち
が
感
じ
て
い
る
こ
と
を
取
材
し
、

そ
の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
の
様
子
を
伝
え
る

こ
と
が
自
分
の
役
割
で
あ
る
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
さ
な
持
続
可
能
が
増
え
て
い
く
こ
と
、そ
れ
を
伝

え
る
山
口
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
が
い
る
こ
と
。
持
続
可

能
な
流
域
と
い
う
社
会
を
形
成
す
る
中
で
、自
分
が
で

き
る
こ
と
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
動
す
る
大
切
さ
を
山

口
さ
ん
と
の
対
談
で
感
じ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
は
、高
梁
川
志
塾
を
通
し
て
友
人
が
で
き

活
動
の
幅
が
広
が
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
一
つ
が
、倉
敷

市
水
島
の
歴
史
や
現
状
の
調
査
。
高
梁
川
志
塾
の
2
期

生
と
し
て
出
会
っ
た
仲
間
と
、「
水
島
」の
公
害
や
歴
史

を
ま
と
め
よ
う
と
意
気
投
合
し
た
こ
と
か
ら
、一
緒
に

冊
子
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
水
島
と
は
こ

れ
ま
で
関
わ
り
が
な
か
っ
た
の
で
、初
め
て
発
見
す
る
も

の
ば
か
り
だ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

高
梁
川
志
塾
を
き
っ
か
け
に
、山
口
さ
ん
の
興
味
や

関
心
の
幅
が
広
が
り
、地
域
に
足
を
運
ぶ
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
足
を
運
ん
だ
先
で
出
会
っ
た
人
や
モ
ノ
を
通

し
て
、さ
ら
に
興
味
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
関
心
が
高

ま
る
こ
と
で
、見
え
て
く
る
世
界
が
違
っ
て
く
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

「
足
を
運
ぶ
こ
と
」こ
の
言
葉
が
印
象
的
で
す
。
高
梁

川
志
塾
も
そ
う
で
す
が
、自
ら
が
足
を
運
ぶ
こ
と
で
見

え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
突
き
進
む
こ
と
で
、時
に

は
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、一

歩
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
、い
つ
ま
で
も
不
安
に
悩
ま
さ

れ
ま
す
。一
歩
進
ん
だ
先
に
、次
に
繋
が
る
も
の
が
あ
る

と
対
談
の
な
か
で
感
じ
ま
し
た
。

山口 百香

初めて会った時から山口さんは、常に物事へ疑
問を持ち、問い続けている印象がありました。そ
れが新たな地域社会を構築する上では大切な
要素となるはずです。言われたことを鵜呑みに
するのではなく、相手の考えを知り、その背景を
理解しようとする姿は私も見習いたいと思います。

COMMENT

1995年、愛媛県出身。3歳から岡山県岡山市にいる。倉敷で

ロゴやチラシなどのデザインをしながら、県内の学生やクリ

エイターと一緒にフリーペーパーSTAR*を作っている。これ

までの自分の活動と地域との関わりを広げるため高梁川志

塾へ参加する。卒業後は、同期の塾生たちと協力しながら、

まちの記憶を集めるメディアを制作中。

未来の人のために

高梁川流域をはじめとした

「失われていくものを記憶するメディア」をつくる

何をつくるのか03

FREEPAPER STAR*

18

*02

１

２

３

KEYWORD

*04FREEPAPER STAR*18 *06FREEPAPER STAR*18 *08FREEPAPER STAR*18

*10FREEPAPER STAR*18 *12FREEPAPER STAR*18 *14FREEPAPER STAR*18

憲
作

*16FREEPAPER STAR*18 *18FREEPAPER STAR*18

FREEPAPER STAR*  |  2021 18Free paper “STAR*” is made by young artists,
students and various people whom living in
Okayama prefecture in Japan.STAR* VOL .

刻
ま
れ
た

記
憶

特
集

VOL.18お問合せ:freepaper.star@gmail.com 

本誌に掲載されている写真及び文章を許諾なく複
製することを禁じます。 STAR* STAR* 発行：2021年9月27日

大きさは 148mm×148mm

全体で36ページの冊子

上下に開く形

（カレンダーの作りをイメージ）

右の画像はレイアウト案の

一部を抜粋

原稿は制作中

構成イメージ13

LAID-BACK DESIGN 岡﨑遼太朗
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倉敷市  （本事業は「高梁川流域連携中枢都市圏事業」の一環として開催いたします）

一般社団法人高梁川流域学校

倉敷市内ほか、高梁川流域全域

高梁川の自然や歴史、文化、および産業を「フィールドワーク」
の教材に、多様な世代が所属や立場を超えて互いに学び、研鑽
しあい、高梁川流域での地域づくりや、「持続可能」な地域を担
う次世代の人材として成長し、行動につなげることを目指す塾
です。

事業については
右記QRコードにて

探究学習とは、受講生自らが課題・テーマを設定し、解決のため
に情報を収集・整理・分析したり、周囲の人と意見交換・協働した
りしながら進めていく学習活動のことです。このコースでは、座
学に加えて、実習やプレゼンテーション作成などのアウトプット
を前提として、プログラムに参加します。
（探求コース以外に、座学だけに参加する「聴講生コース」もあり
ます。）

主催

運営

定員

会場

25名

（会場とオンライン受講を並用して実施）

開
校
式

修
了
式メンタリング レポート・

プレゼンテーション

※詳細スケジュールは、裏面をご覧ください。

SDGsビジョン編 ローカルSDGs
ミッション編

スキル編 教養編

座学

（講座ごとに異なる場合があります。）

実習

フィールドワーク
+

1 2 3 6

4 5

＜第3期＞

高梁川志塾では様々な分野の話を聞くことが出来たの
で、自分の視野を広げる機会となりました。プログラム
終了後も受講生の方と繋がり良い刺激を受けています。
三期生の皆さまとも今後関わっていけたらと思います！

岩崎 真子 さん 倉敷市地域おこし協力隊員
倉敷薄荷陳列所所長

その他、地域おこし協力隊ＯＢで起業して活躍中の皆さんや、高梁川
流域学校の役員メンバーなど事業の実践者、あるいはスキル・ノウハ
ウの専門家、高梁川志塾OB/OGなど、多数の講師を予定しています。

神崎 宣武 氏
（民俗学者・高梁川流域学校 校長）

大原 あかね 氏

大久保 憲作 氏

（公益財団法人大原美術館 理事長）

（倉敷木材株式会社 代表取締役会長）

SDGs探求コース／企業コース

高梁川流域連携中枢都市圏事業
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●ご所属　●ご氏名（ふりがな）※複数の場合は全員分　●電話番号　●ご住所　
●ご希望のコース（企業コース／ SDGs探求コース）　
●決済方法（クレジットカード／銀行振込）　●この講座を知ったきっかけ　
●紹介者の氏名（紹介者がいる場合のみ）　●受講方法（会場／オンライン）　
●ご参加への想い
をご記載の上、上記メールアドレスまでお送りください。

聴講生として受講をご希望の方は、事業HP
等にて各講座のお知らせをいたしますの
で、そちらからお申し込みください。

【電話】 086-527-6248（分福代表）　【FAX】 086-691-2289　【メール】 seminar@takahashigawa.or.jp
【住所】 岡山県倉敷市中央2丁目13-3 住吉町の家 分福

①開校式・オリエンテーション（必修） 
②座学（選択） 
　高梁川流域の第一線で活躍する豪華講師陣による講座をご用意しています。

③実習 【2021年11月7日（日）～ 2022年2月20日（日）※日程調整中】
運営側で指定する団体の活動に参加する、又は自身のプランに即した実習
／実践を行い、期間中20時間程度の現地実習を行います。

④メンタリング 【2021年11月7日（日）～ 2022年2月20日（日）※日程調整中】
実習の前、中、後で、メンターとの面談を行い、ご自身のプランのブラッシュ
アップや、最終発表に向けた相談などを行います。

⑤レポート・プレゼンテーション（必修）
【2021年11月7日（日）～ 2022年2月20日（日）※日程調整中】
自らのテーマ・関心に合わせて、レポートもしくはプレゼンテーション資料
の作成を行います。

⑥修了式（必修） 【2022年2月20日（日）終日】
それぞれの活動及びレポートもしくはプランについての発表を行います。

各講座の開催会場で直接受講、もしくはオンライン（Zoom等）
での受講を選択。
※SDGs探求コース受講生は、専用の「Googleクラスルーム」へご招待となる予定

ですので、事前にGoogleアカウントの作成をお願い致します。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、オンラインのみ開催となる場合も

ございます。

地域の課題解決に取り組んでみたい人。

プロジェクトやイベントの企画・運営のノウハウを学び
たい人。

SDGsを経営に取り入れたい企業の経営者、担当者。

NPOや地域活動に参加している次世代人材。

SDGsをより深く知りたい、行政関係者・教育関係者など。

■ SDGs探究コース ■ 企業コース
土 日

 1限
２限
３限
４限

10:00 ～ 12:10
13:00 ～ 15:10
15:30 ～ 17:40
18:00 ～20:10

平 日
 1限
２限
３限

10:00 ～ 12:10
13:00 ～ 15:10
15:30 ～ 17:40

４限 18:00 ～20:10

平 日

お申し込み方法

本件に関するお問い合わせ先

https://forms.gle/shELR8rywFfy6PwX6

お申し込みはこちら（各コース共通）

一般社団法人 高梁川流域学校　事務局（担当：山本・梶谷）

※第一次締切：10月31日（日）以降定員に達するまで、随時募集

1 2メール：seminar@takahashigawa.or.jp Googleフォーム

＜SDGsビジョン編＞
高梁川流域の2030年のビジョンと、そこに向けた課題解決のた
めの現状の取り組みを、実践者や専門家のレクチャーでそれぞれ
が深く理解し、アクションヘの気づきを得ることができる講座。

＜ローカルSDGsミッション編＞
SDGsの17のゴールを高梁川流域版にローカライズして目標設
定するワークショップ。

＜教養編＞
高梁川流域における、歴史・文化・産業などに関する教養や、活動
の前提となる知識を得るための講座。

【例】『備中志塾』シリーズ（高梁川流域学校 校長 神崎宣武氏）ほか。

＜スキル編＞
プレゼンテーション、ロジックモデル・ビジネスモデル、非営利団体
の会計、データ分析(RESAS活用）、ITツールの利活用、オンライン
会議の開催方法、ブログやSNSの活用など、団体運営やプロジェ
クト企画、探求学習のためのスキル・ノウハウを習得する講座。

＜フィールドワーク＞
高梁川流域における持続可能な取り組みの体験プログラム

【例】美観地区・総社市での視察・ワークショップ ほか。

一般12,000円（税込） / 学生 8,000円（税込）
（全プログラムへの当日参加、アーカイブ視聴が可能）
※会場受講・オンライン受講に関わらず一律料金
※フィールドワークは、内容により別途実費での参加費がかかる場合がございます。
※一部、アーカイブ受講不可の講座もございます。

①SDGs探求コース・企業コース受講生  

②聴講生（座学のみ参加）
会場受講：1,500円／回（人数制限あり）　オンライン・アーカイブ受講：500円／回
※基本的に座学のみご参加いただけます。
※後日参加者のみ閲覧できるページをご案内予定です。
※講座によっては、別途、実費を徴収する場合がございます。
※講座によっては、無料公開の場合がございます。

①クレジットカード（全コース共通）
　 ※お申込みをいただいた方に決済用のページをご案内

②銀行振込（SDGs探求コース・企業コース生のみ）

【2021年11月7日（日）10：00～15：10】

【2021年11月7日（日）～ 2022年2月20日（日）※日程調整中】

※期間中、2時間（前半講義・後半ワーク）×最大30コマ程度（SDGs探究コースは
主に平日夜もしくは土日での開催／企業コースは主に平日昼での開催）

※1コマは、2時間10分を基本的な組み立てとしています。内訳は、1時間のレク
チャー、10分の休憩、1　時間の質疑応答（もしくはワークショップ）の予定です。

※SDGs探求コース／企業コースにどちらにご参加いただいても、全コースのプ
ログラムを受講可能です。

※第1期・第2期のアーカイブ動画も視聴可能です。

中国銀行　倉敷駅前支店　普通　２５４６０９１
一般社団法人高梁川流域学校　代表理事　坂ノ上博史

（シャ）タカハシガワリュウイキガッコウ　ダイヒョウリジ　サカノウエヒロシ
※企業コースで請求書が必要な方はお申し付けください。
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講
師
の
柏
原
拓
史
さ
ん
は
、教
育
現
場
と
地
域
を
巻

き
込
み
多
世
代
交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
N 

P 

O
法
人

だ
っ
ぴ
の
創
設
者
で
も
あ
り
、環
境
教
育
の
普
及
や
人
材

育
成
の
業
務
を
通
し
た
社
会
教
育
活
動
に
従
事
さ
れ
て

い
ま
す
。

講
座
で
は
、S 

D 

G s
の
成
り
立
ち
や
そ
の
意
義
に
つ

い
て
お
聞
き
し
S 

D 

G s
へ
の
基
本
的
な
理
解
を
深
め
た

の
ち
、金
沢
工
業
大
学
が
作
成
し
た
S 

D 

G s
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム「
X
」と
、ア
ス
エ
コ
が
同
大
学
協
力
の
も
と
作
成

し
た
、岡
山
県
内
の
課
題
を
も
と
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
実
際
に
体
験
し
、S 

D 

G s
の
達
成
に

と
っ
て
重
要
な「
変
革
」を
も
た
ら
す
発
想
の
過
程
を
体

感
し
ま
し
た
。

受
講
生
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
S 
D 
G s
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は『
変
革
』が

必
要
で
、こ
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
S 

D 

G s
の
内
容
を
学

ぶ
も
の
で
は
な
く
、『
変
革
』に
必
要
な
発
想
力
を
身
に
つ

け
た
り
、実
際
の
ア
イ
デ
ア
出
し
に
使
え
た
り
す
る
点
が

と
て
も
実
用
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
実
際
に
ゲ
ー
ム
を
や
っ

て
み
る
と
、漠
然
と
考
え
る
よ
り
も
3
枚
の
カ
ー
ド
の
中

で
考
え
る
方
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
や
す
か
っ
た
の
が
面
白

か
っ
た
で
す
。
岡
山
県
版
が
あ
っ
た
り
、瀬
戸
内
市
版
を

作
っ
て
そ
れ
を
政
策
提
言
に
活
か
し
た
り
と
様
々
な
活

用
が
さ
れ
て
お
り
、浅
口
で
も
何
か
活
用
で
き
な
い
か
考

え
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
中
濱
さ
ん
）

最
近
は
S 

D 

G s
と
い
う
言
葉
を
色
々
な
場
所
で
耳

に
し
ま
す
が
、今
回
改
め
て
S 

D 

G s
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
や
意
義
に
つ
い
て
学
べ
た
こ
と
は
、今
後
の

私
た
ち
の
活
動
に
も
役
立
つ
は
ず
で
す
。

「
新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
既
存
の『
知
』と
既
存
の『
知
』の

新
結
合
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
、遠
い『
知
』の
新
結
合
は
よ

り
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
」

こ
の
言
葉
を
胸
に
、頭
を
柔
ら
か
く
し
て
S 

D 

G s
達
成

に
向
け
た
変
革
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

（
高
梁
川
流
域
学
校  

事
務
局 

梶
谷
／facebook

よ
り
抜
粋
）

講
師
の
伊
達
卓
生
さ
ん
は
美
星
町
職
員
時
代
、

１
９
８
９
年
の
光
害
防
止
条
例
の
制
定
に
も
関
わ
ら
れ
、

美
星
町
の
星
空
保
護
活
動
と
星
空
に
よ
る
町
お
こ
し
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
松
島
彩
さ
ん
は
志
塾
第
1
期
生
で
も
あ
り
、美

星
町
の
星
空
保
護
活
動
を
テ
ー
マ
に
特
別
番
組
も
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、中
世
夢
が
原
を
三
村
園
長
の
案
内
の
も

と
、中
世
の
人
々
の
生
活
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
散

策
し
た
後
、
美
星
天
文
台
に
て
４
D 

2 

U
を
鑑
賞
し
、

宇
宙
の
果
て
し
な
い
広
さ
と
歴
史
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
口
径
１
０
１
㎝
望
遠
鏡
で
昼
間
で
も
見
え
る
金
星

や
デ
ネ
ブ
を
観
賞
。
青
空
を
見
上
げ
、肉
眼
で
の
金
星

観
測
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
皆
様
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

「
い
つ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
で
し
た
が
、初
め
て
リ
ア

ル
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
中
世
夢
が
原
も
天
文
台
も
五

感
で
学
ぶ
こ
と
は
心
に
染
み
入
り
ま
す
ね
。
も
っ
と
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
昼

間
に
肉
眼
で
金
星
を
み
つ
け
る
ワ
ク
ワ
ク
感
は
こ
れ
か
ら

も
忘
れ
る
こ
と
は
無
い
で
し
ょ
う
」（
匿
名
希
望
）

中
世
夢
が
原
の
建
物
は
、高
梁
川
流
域
学
校
の
神
崎

校
長
指
導
の
も
と
、歴
史
資
料
に
忠
実
に
再
現
し
て
い
る

の
で
す
が
、現
在
の
技
術
で
は
再
現
が
難
し
い
も
の
も
多

く
、作
業
が
難
航
し
た
と
い
う
お
話
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

技
術
の
伝
承
の
重
要
性
と
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
星
に
関
し
て
は
、街
路
灯
を
上
方
へ
の
光
漏
れ
の
少

な
い
も
の
へ
変
え
る
な
ど
、地
域
住
民
の
理
解
・
協
力
を
得

な
が
ら
星
空
保
護
の
取
り
組
み
を
進
め
、つ
い
に
ア
ジ
ア
初

の
ダ
ー
ク
ス
カ
イ・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィへ
と
至
っ
た
そ
う
で
す
。

歴
史
の
浪
漫
と
星
空
・
宇
宙
の
雄
大
さ
に
触
れ
る
と
と

も
に
、そ
れ
ら
を
伝
え
る
美
星
町
の
取
り
組
み
の
根
気

強
さ
に
も
胸
を
打
た
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
高
梁
川
流
域
学
校  

事
務
局 

梶
谷
／facebook

よ
り
抜
粋
）

SDGsの説明と

カードゲーム Xの体験

井原市フィールドワーク

柏原 拓史 氏

伊達 卓生 氏

美星天文台 次長

松島 彩 氏
フリーアナウンサー 
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講
師
の
伊
達
卓
生
さ
ん
は
美
星
町
職
員
時
代
、

１
９
８
９
年
の
光
害
防
止
条
例
の
制
定
に
も
関
わ
ら
れ
、

美
星
町
の
星
空
保
護
活
動
と
星
空
に
よ
る
町
お
こ
し
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
松
島
彩
さ
ん
は
志
塾
第
1
期
生
で
も
あ
り
、美

星
町
の
星
空
保
護
活
動
を
テ
ー
マ
に
特
別
番
組
も
制
作

さ
れ
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
、中
世
夢
が
原
を
三
村
園
長
の
案
内
の
も

と
、中
世
の
人
々
の
生
活
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
散

策
し
た
後
、
美
星
天
文
台
に
て
４
D 

2 

U
を
鑑
賞
し
、

宇
宙
の
果
て
し
な
い
広
さ
と
歴
史
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
口
径
１
０
１
㎝
望
遠
鏡
で
昼
間
で
も
見
え
る
金
星

や
デ
ネ
ブ
を
観
賞
。
青
空
を
見
上
げ
、肉
眼
で
の
金
星

観
測
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
皆
様
か
ら
は
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

「
い
つ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
参
加
で
し
た
が
、初
め
て
リ
ア

ル
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
中
世
夢
が
原
も
天
文
台
も
五

感
で
学
ぶ
こ
と
は
心
に
染
み
入
り
ま
す
ね
。
も
っ
と
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
昼

間
に
肉
眼
で
金
星
を
み
つ
け
る
ワ
ク
ワ
ク
感
は
こ
れ
か
ら

も
忘
れ
る
こ
と
は
無
い
で
し
ょ
う
」（
匿
名
希
望
）

中
世
夢
が
原
の
建
物
は
、高
梁
川
流
域
学
校
の
神
崎

校
長
指
導
の
も
と
、歴
史
資
料
に
忠
実
に
再
現
し
て
い
る

の
で
す
が
、現
在
の
技
術
で
は
再
現
が
難
し
い
も
の
も
多

く
、作
業
が
難
航
し
た
と
い
う
お
話
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

技
術
の
伝
承
の
重
要
性
と
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
星
に
関
し
て
は
、街
路
灯
を
上
方
へ
の
光
漏
れ
の
少

な
い
も
の
へ
変
え
る
な
ど
、地
域
住
民
の
理
解
・
協
力
を
得

な
が
ら
星
空
保
護
の
取
り
組
み
を
進
め
、つ
い
に
ア
ジ
ア
初

の
ダ
ー
ク
ス
カ
イ・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィへ
と
至
っ
た
そ
う
で
す
。

歴
史
の
浪
漫
と
星
空
・
宇
宙
の
雄
大
さ
に
触
れ
る
と
と

も
に
、そ
れ
ら
を
伝
え
る
美
星
町
の
取
り
組
み
の
根
気

強
さ
に
も
胸
を
打
た
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
高
梁
川
流
域
学
校  

事
務
局 

梶
谷
／facebook

よ
り
抜
粋
）

第
3
期
は
、2021

年
11
月
～2022

年
2
月

の
期
間
で
開
校
し
、新
た
に
企
業
コ
ー
ス
と
し

て
間
口
を
広
げ
、受
講
生
は
23
名
、う
ちSDGs

探
求
コ
ー
ス
が
15
名
、企
業
コ
ー
ス
が
8
名
と

な
り
ま
し
た
。

第
2
期
に
引
き
続
き「
地
域（
歴
史
・
文
化
・

産
業
な
ど
）の
理
解
促
進
」「SDGs

の
理
解
促

進
」「
実
践
に
向
け
た
ス
キ
ル
・ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
」

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
倉
敷
、
井
原
、
総
社
）」

で
構
成
を
し
ま
し
た
。

新
た
に
、
地
場
企
業
に
お
邪
魔
し
てSDGs

に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
伺
う
講
座
や
、「
倉

敷
市
・
高
梁
川
流
域SDGs

パ
ー
ト
ナ
ー
」の
講

師
に
よ
る
講
座
な
ど
を
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、ロ
ー
カ
ルSDGs

の
講
座
で
は
倉
敷
商

業
高
校
の
生
徒
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
盛
り
込
ん
だ
り
、「
高
梁
川
流
域
原
論
」と
題

し
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
編
・
デ
ー
タ
編
・
対
話
編
と

切
り
口
を
変
え
な
が
ら
講
座
を
設
け
た
り
と
、

多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
重
要
性
や
流
域
単
位
で
考
え
る
機
会

を
増
や
し
ま
し
た
。

開
校
式
は
、第
2
期
と
同
様
に
住
吉
町
の
家 

分
福
で
開
催
し
、企
業
コ
ー
ス
の
方
も
交
え
て

こ
れ
ま
で
と
は
ま
た
異
な
る
良
い
雰
囲
気
で
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
い
ま

す
。「

ロ
ー
カ
ル
と
都
市
と
の
対
比
に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
居
住
は
し
て
い
な
い

も
の
の
、営
業
で
こ
の
地
域
を
回
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
や
、
個
々
人
と
の
関
わ
り
を
今
一
度

見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
で
き
流
域
の
風
土
な
ど

特
色
に
つ
い
て
認
識
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
果
発
表
会
・
修
了
式
で
は
、
第
2
期
と
同

様
に
岡
山
県
で
も
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

適
用
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、感
染
防
止
の
観

点
か
ら
、原
則
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

第
3
期
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

第
1
期
の
よ
う
に
お
一
人
ず
つ
5
分
間
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
形
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
の
倉
敷
市
や
お
世
話
に
な
っ
た
講
師
の

皆
様
、高
梁
川
志
塾OBOG

の
皆
様
に
も
ご
参

加
を
い
た
だ
き
成
果
発
表
を
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、貴
重
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

年
度
の
成
果
を
も
と
に
、
第
4
期
・
第
5

期
に
向
け
て
、流
域
全
体
へ
の
広
が
り
や
、塾
生

の
取
組
み
、
更
に
地
域
課
題
解
決
へ
の
後
押
し

と
し
て
い
け
る
よ
う
、関
係
者
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、運
営
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

高
梁
川
志
塾
開
校
式
・
修
了
式

高梁川志塾3期目
～立場を超えた連携の可能性～
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高
梁
川
志
塾
第
3
期
生
と
し
て「
S 

D 

G s
探
求
コ
ー

ス
」を
受
講
さ
れ
た
杉
山
誠
さ
ん
。
と
に
か
く「
自
分
が

目
に
し
た
り
、気
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
は
や
っ
て
み
た
く

な
る
」と
い
う
性
格
だ
そ
う
で
、こ
れ
ま
で
天
体
写
真
や

釣
り
、バ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
多
彩
な
趣
味
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
ん
な
杉
山
さ
ん
が
、今
取
り

組
ん
で
い
る「
う
ち
わ
づ
く
り
」と「
高
梁
川
志
塾
」の
関

わ
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

杉
山
さ
ん
が
高
梁
川
志
塾
を
受
講
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
、「
人
と
の
つ
な
が
り
で
、知
り
合
い
や
人
の

輪
を
広
げ
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
観
望
会
も
、私
ひ
と
り
で

は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
」と
話
し
ま
す
。

ま
た
、仕
事
の
関
係
で
、西
日
本
を
中
心
に
転
勤
を
繰

り
返
し
て
き
た
杉
山
さ
ん
に
と
っ
て
、赴
任
し
た
地
域
を

深
く
知
り
、馴
染
む
た
め
に
は
、「
人
と
のつ
な
が
り
を
持
つ
」

こ
と
が
自
然
な
流
れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
加
え

て
座
学
の
会
場
だ
っ
た「
住
吉
町
の
家
・
分
福
」が
、杉
山

さ
ん
の
自
宅
か
ら
近
い
こ
と
も
講
座
受
講
を
後
押
し
し

ま
し
た
。

高
梁
川
志
塾
の
幅
広
い
講
座
内
容
や
、多
岐
に
わ
た

る
講
師
陣
は
、当
初
考
え
て
い
た「
仲
間
づ
く
り
の
場
」

以
上
の
も
の
だ
っ
た
と
杉
山
さ
ん
は
実
感
し
た
そ
う
で
す
。

中
で
も
仕
事
の
傍
ら
星
や
天
体
の
観
望
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
杉
山
さ
ん
に
と
っ
て
、美
星
天
文
台

次
長
の
伊
達
卓
生
さ
ん
や
、高
梁
川
志
塾
1
期
生
で
フ

リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
松
島
彩
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、「
こ

こ
で
こ
の
人
た
ち
に
会
え
る
と
は
！
」と
ワ
ク
ワ
ク
し
た

気
持
ち
と
人
の
縁
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
大
原
美
術
館
館
長
の
大
原
あ
か
ね
さ
ん
に
よ

る
倉
敷
考
古
館
の
紹
介
や
、大
阪
市
か
ら
笠
岡
諸
島
の

六
島
に
移
住
し
、地
ビ
ー
ル
の
醸
造
に
取
り
組
ん
で
い
る

井
関
竜
平
さ
ん
の
話
は
、好
奇
心
旺
盛
な
杉
山
さ
ん
の

刺
激
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
す
。

「人づくり＝地域づくり」を実感、
実現できる高梁川志塾

インタビュー　原田 也重子

杉山 誠（高梁川志塾3期生）
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杉
山
さ
ん
の
成
果
発
表
会
の
テ
ー
マ
は「
神
代（
こ
う

じ
ろ
）和
紙
を
使
っ
た
新
た
な
特
産
品
」。
発
表
内
容
は

新
見
市
の
伝
統
的
な
和
紙
と
、香
川
県
の
丸
亀
う
ち
わ

と
の
出
合
い
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
し
た
。

杉
山
さ
ん
と「
神
代（
こ
う
じ
ろ
）和
紙
」と
の
出
合
い

は
、新
見
市
西
方
の
新
見
美
術
館
で
開
か
れ
て
い
た「
假

屋
崎
省
吾
の
世
界
展
」。
神
代
和
紙
を
使
っ
た
花
の
作
品

を
目
に
し「
せ
っ
か
く
な
ら
、実
際
に
紙
す
き
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
よ
う
」と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
地
域
の
伝
統
を
復
活

さ
せ
た
神
代
和
紙
保
存
会
の
方
と
知
り
合
い
、よ
う
や
く

杉
山
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
た
う
ち
わ
づ
く
り
に
マ
ッ
チ

す
る
理
想
の
紙
に
出
合
い
ま
し
た
。
新
見
市
は
高
梁
川

源
流
の
町
。
新
見
市
も
高
梁
川
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
、

杉
山
さ
ん
は
後
か
ら
気
付
か
れ
た
よ
う
で
す
。

「
丸
亀
う
ち
わ
」と
の
出
合
い
は
、杉
山
さ
ん
が
た
ま
た

ま
勤
務
先
に
近
い
香
川
県
の
高
松
駅
で
見
か
け
た
1
枚

の
ポ
ス
タ
ー
。「
ポ
ス
タ
ー
の
内
容
が
、そ
ば
打
ち
と
か
陶

芸
と
か
だ
っ
た
ら
、ま
た
別
の
方
向
に
進
ん
で
い
た
か
も

し
れ
な
い
」と
、い
く
つ
も
の
偶
然
が
1
つ
に
つ
な
が
っ
た

喜
び
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

高
梁
川
志
塾
に
は「
S 

D 

G s
を
学
べ
る
場
」「
高
梁
川

の
歴
史
と
文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
塾
」「
大
人
の
探

求
学
習
」「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
活
動
を
始
め
た

い
人
の
ス
ク
ー
ル
」「
仲
間
づ
く
り
の
場
」の
5
つ
の
要
素

が
あ
り
ま
す
。
杉
山
さ
ん
は
、座
学
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、「
人
づ
く
り
＝
地
域
づ
く
り
」を
実
感
、実

現
で
き
る
場
で
あ
る
こ
と
を
今
ま
で
以
上
に
強
く
意
識
で

き
た
そ
う
で
す
。

杉
山
さ
ん
の
原
点
は「
モ
ノ
づ
く
り
」と「
星
や
天
体
」

で
す
。
幼
い
こ
ろ
に
夢
中
に
な
っ
た
木
の
切
れ
端
や
竹
で

の
お
も
ち
ゃ
作
り
。
中
学
生
の
時
、学
習
用
天
体
望
遠
鏡

で
土
星
の
リ
ン
グ
を
初
め
て
み
た
こ
と
。
そ
れ
以
来
、杉

山
さ
ん
が
モ
ノ
づ
く
り
と
星
や
天
体
に
取
り
組
み
続
け

て
き
た
原
動
力
は
、「
も
っ
と
う
ま
く
作
り
た
い
」「
も
っ
と

そ
の
先
を
知
り
た
い
」「
誰
か
と
知
り
合
い
に
な
れ
ば
、も
っ

と
広
が
る
世
界
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う
学
び
と

好
奇
心
で
し
た
。

「
う
ち
わ
づ
く
り
も
和
紙
も
、特
に
伝
統
工
芸
を
担
っ

て
い
る
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
観
望
会

も
教
え
て
い
る
と
い
う
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
で

き
る
こ
と
で
、何
か
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
い

い
と
い
う
思
い
が
、少
し
で
も
S 

D 

G s
に
つ
な
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
」と
杉
山
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。

成
果
発
表
会
の
後
、N 

P 

O
法
人
倉
敷
町
家
ト
ラ
ス

ト
代
表
理
事
の
中
村
泰
典
さ
ん
が
杉
山
さ
ん
の
活
動
に

興
味
を
持
ち
、「
う
ち
わ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
か
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、

２
０
２
２
年
３
月
現
在
、ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
収
束
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、具
体
的
に
は
ま

だ
何
も
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、杉
山
さ
ん

自
身
も「
今
後
の
予
定
」に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
活
用
を

挙
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
、そ
の
き
っ
か
け
が
持
て
た
こ
と
は

「
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
」と
言
い
ま
す
。

高
梁
川
志
塾
で
生
ま
れ
た
、杉
山
さ
ん
の
新
た
な
人
と

の
つ
な
が
り
と
旺
盛
な
好
奇
心
が
今
後
ど
の
よ
う
な
広

が
り
を
見
せ
る
の
か
が
楽
し
み
で
す
。

地
域
と
関
わ
る
人
々
の
つ
な
が
り
が
、「
点
」か
ら「
線
」

を
経
て「
面
」
と
な
る
可
能
性
を
実
感
で
き
る
こ
と
が

S 

D 

G s
の
ひ
と
つ
の
意
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
高

梁
川
志
塾
」は
、そ
れ
を
体
験
で
き
る
の
が
魅
力
だ
と
い

う
こ
と
に
、筆
者
自
身
が
気
づ
か
さ
れ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
し
た
。

杉山 誠

天文博士。器用な手先。気さく。学びと遊びの
達人。お髭も最高。まるで現代版アインシュタ
イン！？肩肘張らず情熱的で、杉山さんの背中
には“SDGsの源泉は好奇心・探求心”と書いて
ある。常に活動的なその姿は、流域の人も未来
も“誠に”明るく照らしている！

子供の頃からものづくりに興味があり、身の回りのおもちゃな

ども手作りをしていました。2019年に、最寄り駅で見た、「丸亀

うちわ後継者育成事業」の受講生募集というポスターをきっ

かけに、竹を使ったうちわの作り方を学び、今も練習を重ねて

います。その後、うちわの材料となる和紙を探す中で、新見の

神代和紙の作り手さんとの偶然の出会いから、新しい新見の

特産品としてのうちわの制作を開始しました。

フリーアナウンサー
高梁川志塾1期生 松島彩

COMMENT
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高
梁
川
志
塾
に
第
3
期
生
と
し
て
高
梁
川
流
域
学
校

に
関
わ
っ
た
大
西
万
理
子
さ
ん
。
普
段
は
一
般
社
団
法
人

く
ら
し
き
の「
生
活
訓
練
事
業
所
ち
ゃ
る
か
」で
、精
神

障
害
の
自
立
訓
練
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
生
活
訓
練

事
業
所
ち
ゃ
る
か
の
立
ち
上
げ
か
ら
3
年
経
過
し
、令
和

4
年
4
月
よ
り
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
を
開
設
予
定

で
す
。
令
和
3
年
11
月
か
ら
翌
年
2
月
ま
で
の
約
4
か

月
間
行
わ
れ
た
高
梁
川
志
塾
で
大
西
さ
ん
は
何
を
感
じ
、

学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
の
か
、お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
が
、高
梁
川
志
塾
3
期
生
の
門
を
叩
い
た

き
っ
か
け
は
、「
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
S 

D 

G s
な
の
か

確
認
す
る
た
め
」だ
っ
た
そ
う
で
す
。
大
西
さ
ん
は
過
去

に
行
政
の
保
健
師
と
し
て
、感
染
症
対
策
や
自
然
災
害

対
応
、震
災
派
遣
、精
神
危
機
対
応
、児
童
相
談
所
な
ど

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、自
身

の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
向
き
合
い
、退
職
を
決
意

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
に
、大
西
さ
ん
の
心
を
癒
し

て
く
れ
た
の
は「
綿
」で
し
た
。

倉
敷
市
と
市
外
の
2
か
所
で
1
か
ら
綿
を
植
え
て
育

て
る
日
々
の
中
で
、体
と
心
を
回
復
さ
せ
て
い
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
、こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
経
験
を
活
か
し
、福

祉
事
務
所
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
利
用
者
と
関
わ
る

中
で
、地
域
に
馴
染
め
な
い
人
た
ち
が
い
る
こ
と
に
気
付

き
、そ
の
人
た
ち
の
た
め
の「
仕
事
」を
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

仕
事
を
考
え
る
中
で
大
西
さ
ん
は
、自
信
と
誇
り
を
持

て
る
仕
事
を
提
供
で
き
な
い
か
と
考
え
、思
い
つ
い
た
の

は
綿
を
使
っ
た
紡
績
で
し
た
。
紡
績
を
思
い
つ
い
た
時
に
、

「
こ
れ
は
、地
球
に
優
し
い
S 

D 

G s
で
は
な
い
か
」と
思
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
確
か
め
る
よ
う
と
情
報
を
検
索
し

て
い
る
時
に「
高
梁
川
流
域
学
校
」に
出
会
い
、参
加
を

決
め
た
そ
う
で
す
。

高
梁
川
志
塾
と
の
出
会
い
は
、大
西
さ
ん
に「
知
識
と

生きるための本能を
揺さぶられる場所

インタビュー　片岡 紗弓

大西 万理子（高梁川志塾3期生）
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い
う
よ
り
も
五
感
。
感
覚
で
S 

D 

G s
と
は
こ
う
い
う
も

の
だ
」と
気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
高
梁
川
志
塾

に
参
加
し
た
際
に
講
師
の
皆
さ
ん
が「
体
の
中
に
入
る
水

と
い
う
命
の
源
を
共
有
し
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
」を
強
調

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

50
年
ぐ
ら
い
前
と
今
を
比
較
し
て
、世
に
残
す
べ
き
も
の

が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

倉
敷
市
美
観
地
区
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
大

西
さ
ん
は
、倉
敷
市
に
住
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、美

観
地
区
を
歩
く
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

ま
た
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、保
護
地
区
の
建

物
が
近
隣
や
地
区
を
思
い
や
り
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ

う
な
家
を
建
て
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、阿
智
神
社
の
方
か
ら
見
た
町
の
景
色
は
、倉
敷

を
意
識
し
て
瓦
を
用
い
た
屋
根
が
あ
り
な
が
ら
駅
前
は
大

き
な
ビ
ル
が
立
ち
並
び
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
と
、「
ル
ー
ル

は
誰
の
た
め
の
、何
の
た
め
の
ル
ー
ル
な
の
だ
ろ
う
？
」と

考
え
た
そ
う
で
す
。
何
気
な
い
景
色
の
中
に
風
土
や
歴
史
、

文
化
を
見
つ
け
る
こ
と
を
通
し
て
、言
葉
に
出
来
な
い
五

感
の
中
で
S 

D 

G s
を
体
験
し
、見
方
が
変
わ
っ
た
と
大

西
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。
講
義
と
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

体
験
で
き
る
場
所
が
高
梁
川
志
塾
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

高
梁
川
志
塾
に
繰
り
返
し
参
加
し
、塾
生
の
人
と
な

り
が
見
え
て
く
る
と
、地
域
領
域
で
繋
が
っ
て
い
る
感
覚

が
芽
生
え
始
め
た
そ
う
で
す
。こ
の
感
覚
を
、大
西
さ
ん

は「
生
命
体
共
同
と
い
う
意
識
」と
語
り
ま
し
た
。
志
塾

以
外
の
と
こ
ろ
で
、新
た
な
人
と
の
繋
が
り
が
生
ま
れ
た

大
西
さ
ん
。
繋
が
り
の
中
で
、「
協
力
で
き
な
い
か
な
、協

力
し
て
も
ら
い
た
い
、一
緒
に
で
き
そ
う
」な
ど
の
考
え
が

生
ま
れ
、個
人
で
は
な
く
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
頑
張
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
大
西
さ
ん
の
話
か
ら
、人
と
人

の
繋
が
り
か
ら
新
た
な
未
来
を
築
き
上
げ
て
い
く
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
は
、高
梁
川
流
域
学
校
で
起
業
し
た
人
た

ち
に
出
会
い
、「
自
分
が
苦
手
な
こ
と
を
や
っ
て
も
意
味
な

い
よ
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
胸
に
刺
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、「
自
分
の
好
き
な
こ
と
は
前
面
に
出
す
べ
き

だ
。
大
好
き
な
綿
で
本
物
の
糸
を
紡
ご
う
。
倉
敷
は
繊
維

の
町
だ
か
ら
」と
決
意
し
ま
し
た
。

高
梁
川
志
塾
を
通
し
て
、大
西
さ
ん
の
取
り
組
み
は

S 

D 

G s
で
あ
る
こ
と
を
確
認
出
来
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
、

「
障
害
が
あ
っ
て
も
働
け
る
S 

D 

G 

s
な
就
労
継
続
支

援
B
型
事
業
所
」を
ス
タ
ー
ト
す
る
大
西
さ
ん
。
大
西
さ

ん
の
心
を
癒
し
て
く
れ
た「
綿
」は
、C 

O 

2
を
吸
収
し

て
O 

2
を
排
出
す
る
た
め
、地
球
に
優
し
い
糸
の
材
料
と

語
り
ま
し
た
。

地
元
に
あ
る
不
要
に
な
っ
た
布
団
綿
を
使
う
こ
と
で
、

紡
績
の
原
材
料
と
な
る
綿
の
輸
送
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
抑
え
、ゴ
ミ
も
削
減
で
き
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
は
、

気
候
変
動
の
対
策
や
豊
か
な
緑
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

明
治
時
代
に
日
本
で
発
明
さ
れ
た
ガ
ラ
紡
で
綿
を
紡

ぎ
ま
す
。
扇
風
機
の
モ
ー
タ
ー
く
ら
い
の
電
力
で
使
う
こ

と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
機
械
操
作
も
簡
単
な
た
め
、障

害
の
あ
る
人
で
も
使
用
で
き
る
上
に
日
本
発
祥
の
文
化

を
守
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
語
り
ま
す
。
高
梁
川
志
塾
で

学
ん
だ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
か
し
、目
標
を
達
成
し

て
い
き
た
い
と
話
す
大
西
さ
ん
。
嬉
し
い
こ
と
に
、児
島

や
神
戸
に
綿
の
サ
ン
プ
ル
は
旅
立
っ
て
い
ま
す
。

「
生
き
る
た
め
の
本
能
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
場
所
」

大
西
さ
ん
と
の
対
談
の
中
で
、影
響
を
受
け
た
言
葉
で

す
。
高
梁
川
志
塾
は
、5
感
で
S 

D 

G s
を
体
感
し
、好

き
な
こ
と
を
前
面
に
出
し
な
が
ら
も
新
た
な
価
値
観
を

紡
ぎ
上
げ
る
糸
の
よ
う
な
場
所
。「
感
じ
て
知
る
」こ
と
で

生
き
る
た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
掴
む
場
所
。

本
能
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
経
験
は
、高
梁
川
流
域
に
住
む
全

て
の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
出
来
る
持
続
可
能

な
社
会
を
つ
く
る
未
来
へ
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大西 万理子

高梁川志塾を「生きるための本能を揺さぶられ
る場所」と感じるほど前のめりに楽しんで受講
されていた大西さん。優しい笑顔と「私がやら
なきゃ！」という使命感で、仲間の共感をどんど
ん集め、きっと持続可能で幸せあふれる地域を
実現されると確信しています。

公務員を早期退職し、現在は倉敷市内で障害福祉サービスの

事業所を運営しています。

今年4月に就労継続支援 B 型事業所を開所予定です。ＳＤＧ

ｓに取組む事業所づくりのため高梁川志塾に参加しました。

とても刺激になりました。次の目標は、繊維のまち倉敷で小さ

なガラ紡の糸工場として根付かせることです。

高梁川志塾 事務局 山本将徳

COMMENT
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竹
内
義
哲
さ
ん
は
、中
国
銀
行
で
地
元
企
業
を
金
融

の
面
か
ら
支
え
る
お
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
地
域

社
会
の
中
で
、金
融
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
問
い
の

解
を
求
め
て
高
梁
川
志
塾
に
参
加
さ
れ
た
竹
内
さ
ん
。

高
梁
川
志
塾
に
参
加
し
て
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
の
か
、考
え
方
や
気
持
ち
に
変
化
が
あ
っ

た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

竹
内
さ
ん
の
銀
行
で
の
お
仕
事
は「
法
人
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
担
当
」。
長
年「
お
客
様
の
役
に
立
ち
た
い
」と
い
う

思
い
を
持
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
努

め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
後
継
者
が
見
つ
か
ら

な
い
」と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
る
企
業
に
対
し
て
、事

業
承
継
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
示
。

ま
た
、「
従
業
員
が
な
か
な
か
定
着
し
な
い
」企
業
に

は
人
事
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
提
供
す
る
、と
い
っ
た
よ

う
に
。

し
か
し
、従
来
型
の
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
で
は
、な

か
な
か
お
客
様
の
課
題
を
解
決
で
き
な
い
気
が
し
て
い

た
竹
内
さ
ん
は
、日
々
仕
事
を
す
る
中
で
モ
ヤ
モ
ヤ
し

た
も
の
を
ず
っ
と
抱
え
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、竹
内
さ
ん
は
そ
の
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た

心
情
を
あ
る
人
に
話
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
人
は

お
客
様
で
し
た
が
信
頼
で
き
る
人
で
し
た
。
そ
れ
が
株

式
会
社
倉
敷
木
材
代
表
取
締
役
会
長
の
大
久
保
憲
作

氏
。
高
梁
川
流
域
学
校
の
相
談
役
で
も
あ
り
ま
す
。

竹
内
さ
ん
は
、
大
久
保
氏
か
ら「
だ
っ
た
ら
志
塾
に

参
加
し
て
み
れ
ば
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、そ
れ
が

高
梁
川
志
塾
参
加
の
直
接
的
な
引
き
金
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
竹
内
さ
ん
は
高
梁
川
志
塾
に
参
加
し
て
み
て
、

今
ま
で
仕
事
で
関
わ
っ
て
き
た
お
客
様
と
は
ち
ょ
っ
と

違
う
目
線
の
人
た
ち
が
多
か
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

一
番
驚
い
た
の
は
、「
地
域
の
た
め
に
、こ
ん
な
に
も
熱

量
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
の
か
」と
い

う
こ
と
で
し
た
。

身近に寄り添う
金融機関を目指して

インタビュー　船越 なお子

竹内 義哲（高梁川志塾３期生）



25

講
座
事
例

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

同
時
に
、資
金
面
で
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
竹
内

さ
ん
は「
熱
量
が
あ
っ
て
も
お
金
が
な
け
れ
ば
、良
い
活

動
も
そ
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
な
」と
残
念
に

感
じ
ま
し
た
。
同
時
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
何
か
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
お
金
に
つ
い
て
、気
軽
に
相
談
で
き
た
り
借
り
た
り

し
や
す
い
所
が
あ
る
と
伝
え
た
い
。
そ
ん
な
場
所
が
あ

る
と
分
か
る
だ
け
で
、き
っ
と
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
面
白
い

何
か
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
」

そ
れ
が
、今
回
竹
内
さ
ん
が
高
梁
川
志
塾
に
参
加
し

て
行
き
つ
い
た
、ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
種
で
し
た
。

可
能
性
を
感
じ
始
め
た
竹
内
さ
ん
で
し
た
が
、志
塾

に
参
加
し
て
い
る
間
に
シ
ョ
ッ
ク
な
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
同
期
の
塾
生
と
話
を
す
る
中
で「
金
融
機
関
と

は
距
離
が
あ
る
」と
い
う
発
言
が
あ
り
、申
し
訳
な
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

「
遠
い
存
在
、な
ん
か
行
き
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
る

時
点
で
負
け
て
る
よ
う
な
気
が
し
て
。
だ
か
ら
こ
れ
か

ら
は
僕
ら
の
方
か
ら
積
極
的
に
参
加
す
る
体
制
を
作
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

そ
の
言
葉
か
ら
は
、た
と
え
現
状
に
マ
イ
ナ
ス
要
素

が
あ
っ
て
も
、そ
の
解
決
策
を
自
ら
探
り
、新
し
い
一
歩

を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
金
融
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
プ
ラ
イ
ド
の
よ
う
な
も
の
が
垣
間

見
え
た
気
が
し
ま
し
た
。

お
金
を
貸
す
側
の
気
持
ち
と
し
て
、「
こ
ん
な
人
に
お

金
を
貸
し
た
い
、こ
ん
な
人
に
は
貸
し
た
く
な
い
」と
い

う
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？
と
い
う

質
問
を
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
竹
内
さ
ん
は「
最
後

は
人
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
迷
う
こ
と
な
く
即
答
。
そ

の
時
に
話
し
て
く
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
今
も
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。

「
金
融
機
関
と
し
て
、大
事
な
お
客
様
か
ら
預
か
っ
た

お
金
だ
か
ら
返
し
て
い
た
だ
く
の
は
大
原
則
で
す
。
し

か
し
、こ
の
人
だ
っ
た
ら
し
ょ
う
が
な
い
、と
思
え
る
人

が
中
に
は
い
ま
す
。
例
え
ば
、あ
る
食
品
関
係
の
会
社
の

社
長
さ
ん
は
、『
親
に
食
わ
せ
た
く
な
い
も
の
は
絶
対
作

ら
ん
か
ら
な
』と
言
わ
れ
て
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
仕
事

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
、『
数
字
が
い
い
』会
社
で
も
嘘

や
隠
し
事
が
あ
っ
た
ら
ダ
メ
で
す
ね
」

竹
内
さ
ん
は
、高
梁
川
志
塾
に
参
加
し
て
一
番
嬉
し

か
っ
た
の
は
、「
人
と
人
の
繋
が
り
」が
で
き
た
こ
と
だ
、

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

志
塾
を
通
し
て「
銀
行
に
で
き
る
こ
と
で
地
域
社
会

に
貢
献
し
た
い
」と
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
、と
語
る

竹
内
さ
ん
。
地
域
の
た
め
、社
会
の
た
め
に
活
動
す
る

人
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち
は
あ
っ
て
も
接
点
が

な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、今
ま
で
の
竹
内
さ
ん
の
悩
み
で

し
た
。
し
か
し
、志
塾
で
多
く
の
仲
間
に
出
会
い
、共
に

学
ぶ
中
で
気
持
ち
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
お
金
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
集
ま

る
と
こ
ろ
に
自
分
た
ち
の
方
か
ら
入
っ
て
行
こ
う
、交
流

し
よ
う
」と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
個
人
で
で
き

る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、銀
行
と
い
う
本
業
で
貢

献
し
た
い
。
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
。
銀
行
は
近
寄

り
に
く
い
と
い
う
意
識
を
変
え
て
い
き
た
い
。」
今
、竹

内
さ
ん
の
モ
ヤ
モ
ヤ
は
晴
れ
、目
の
前
は
ま
っ
す
ぐ
遠
く

ま
で
見
渡
せ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。

地
域
の
た
め
・
人
々
の
た
め
に
す
で
に
大
き
な
仕
事

を
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
人
た
ち
も
一

人
だ
け
で
何
か
を
成
し
遂
げ
た
の
で
は
な
い
は
ず
。
想

い
と
熱
量
を
持
っ
て
活
動
す
る
人
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、

金
融
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
た
ち

が
集
ま
る
の
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
な
に
か
を
実
現
で

き
る
の
だ
と
竹
内
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
出
会
い
や
学
び
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
て
繋
が
り
あ
え
る「
高
梁
川
志
塾
」。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
化
学
反
応
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

竹内 義哲

銀行員として地域のみなさまの課題解決に貢
献したいと強い想いを持っている竹内さん。
高梁川志塾の活動は、社内のメンバーにとっ
て多くの学びと刺激がありました。
地域活性化の伝道師としての更なる活躍を期
待しています。

COMMENT

1987年、岡山県出身、3児の父。2010年4月に中国銀行に入

行し、現在は倉敷駅前支店の法人ソリューション担当。

銀行員として、もっと地域社会の役に立ちたいと思い、高梁

川志塾への参加を決意。志塾参加をきっかけに、支店の他の

メンバーを巻き込み、自分たちが継続的に地域社会の為にで

きる活動を模索中。

中国銀行倉敷駅前支店・倉敷北支店
支店長 坂口有美子
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〒710-0 046 岡山県倉敷市中央2丁目13-3

086-527-6248

086-691-2289

in fo@ta ka hash igawa.or.jp

ht t ps: // t a ka hash igawa.or.jp /

住所

電話番号

FA X

メールアドレス

W EB

第２期・第３期の講座を収録した動画をご覧になり

たい方や、今後の最新情報をご覧になりたい方は、

「高梁川志塾」のウェブサイトをご覧ください。

検索高梁川志塾






